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昨
年
１０
月
に
蒲
生
商
店
街
に
「
ふ

ら
っ
と
」
が
も
う
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

こ
こ
は
高
齢
者
の
居
場
所
と
も
な

り
、
ま
た
、
地
域
支
え
あ
い
事
業
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

支
え
あ
い
事
業
は
、
高
齢
者
や
援

助
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
に
対
し
て
、

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
が
軽
微
な
家
事

な
ど
の
お
手
伝
い
を
す
る
仕
組
み
。

　

小
林
光
男
さ
ん
は
、
１０
月
に
初
め

て
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
。

　
「
一
昨
年
の
１
月

に
妻
が
亡
く
な
り
、

ど
う
に
か
家
事
を
こ

な
し
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
を
活
用
し
て

浴
室
の
掃
除
を
お
願

い
し
ま
し
た
」

　

小
林
さ
ん
の
依
頼

を
受
け
た
の
が
向
山

順
子
さ
ん
。

　
「
越
谷
に
転
居
し
た
ば
か
り
な
の

で
、
地
域
や
近
所
の
仲
間
づ
く
り
が

で
き
れ
ば
と
、
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

に
登
録
し
ま
し
た
」

　

利
用
者
は
１
時
間
５
０
０
円
の
地

元
商
店
街
で
使
え
る
商
品
券
を
購
入

し
、
お
手
伝
い
が
終
わ
る
と
そ
れ
を

ス
タ
ッ
フ
に
渡
す
。

　
「
対
価
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
気
持
ち
で
接
し
て
、

喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
、
う
れ
し

い
で
す
ね
」

　

依
頼
す
る
方
も
受
け
る
側
も
、
お

願
い
し
ま
す
、
あ
り
が
と
う
、
と
い

う
気
持
ち
を
も
つ
こ
と
が
大
切
と
二

人
は
口
を
そ
ろ
え
る
。

　

１
月
末
現
在
、
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
の
登
録
者
は
５６
人
、
援
助
を
お
願

い
す
る
利
用
登
録
者
は
３３
人
。

　
「
１
〜
２
カ
月
に
１
回
で
も
、
お

手
伝
い
に
来
て
く
だ
さ
る
。
そ
れ
だ

け
で
気
が
楽
に
な
る
し
、
安
心
し
ま

す
。
こ
こ
を
拠
点
に
も
っ
と
多
く
の

ふ
れ
あ
い
が
生
ま
れ
た
ら
い
い
で
す

ね
」
と
小
林
さ
ん
は
語
る
。

ふらっと「がもう」で
広がり始めたふれあい

小林さん（左）と向山さん（右）

　

市
で
は
、
市
内
の
医
療
機
関
の
看

護
師
や
助
産
師
を
確
保
す
る
た
め
、

看
護
師
等
の
養
成
施
設
に
在
学
し
、

卒
業
後
に
市
内
医
療
機
関
で
看
護
業

務
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
方
に
、
修

学
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。

〈
対
象
と
条
件
〉

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。

①
看
護
師
ま
た
は
助
産
師
の
養
成
施

設
に
在
学
し
て
い
る
こ
と

②
本
人
が
市
内
に
居
住
も
し
く
は
市

内
の
養
成
施
設
に
在
学
し
て
い
る

か
、
ま
た
は
市
内
に
居
住
し
て
い

る
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ
と

③
養
成
施
設
を
卒
業
し
た
後
、
直
ち

に
市
内
医
療
機
関
で
看
護
業
務
に

従
事
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と

④
他
の
修
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
て

い
な
い
こ
と

〈
貸
与
人
数
〉

　

２０
人
程
度
（
予
算
の
範
囲
内
）

〈
貸
与
額
〉

　

月
額
８
万
円
以
内
（
修
学
に
要
す

る
額
）。
無
利
子

〈
貸
与
期
間
〉

　

貸
与
を
決
定
し
た
月
か
ら
養
成
施

設
の
正
規
の
修
学
期
間
を
修
了
す
る

月
ま
で

〈
修
学
資
金
の
返
還
猶
予
・
免
除
〉

　

修
学
資
金
は
、
市
内
医
療
機
関
に

勤
務
し
て
い
る
期
間
は
返
還
を
猶
予

し
ま
す
。
ま
た
、
勤
務
期
間
が
貸
与

期
間
に
相
当
す
る
期
間
に
達
し
た
と

き
は
、
返
還
を
免
除
し
ま
す
。

〈
申
請
受
付
期
間
〉

　

３
月
１
日
㈭
〜
３
月
３０
日
㈮
（
郵

送
不
可
。
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
、
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

１５
分
）

〈
受
付
場
所
〉

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
東
大
沢
１
の
１２

の
１
）

＊
詳
し
く
は
、
募
集
要
項
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
募
集
要
項
は
、
２
月
２４

日
㈮
か
ら
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
市

役
所
総
合
受
付
、
北
部
・
南
部
出

張
所
、
各
地
区
セ
ン
タ
ー
で
配
布

す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
印
刷
で
き
ま
す

b
地
域
医
療
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

☎
９
７
３
＝
５
６
２
５

　

桃
の
節
句
に
、
わ
が
子
が
健
や
か

に
育
つ
よ
う
願
い
を
込
め
、
飾
り
つ

け
る
ひ
な
人
形
。

　

初
め
て
歩
い
た
と
言
っ
て
は
喜
び
、

熱
を
出
せ
ば
オ
ロ
オ
ロ
し
。
や
が
て

嫁
ぐ
日
に
は
、
う
れ
し
さ
と
寂
し
さ

に
戸
惑
い
な
が
ら
娘
を
送
り
出
す
。

　

ひ
な
人
形
た
ち
は
、
こ
う
し
た
悲

喜
こ
も
ご
も
の
家
族
の
姿
を
、
ず
っ

と
見
守
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
こ
大
相
模
地
区
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ひ
な
人
形
１５
組
を
飾
り
つ
け
、
市
民

に
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

飾
ら
な
く
な
っ
た
ひ
な
人
形
を
地

域
住
民
か
ら
集
め
展
示
し
た
も
の
で
、

大
相
模
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協

議
会
の
事
業
の
一
つ
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
越
谷
の
ひ
な
人
形
づ

く
り
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
越
ヶ
谷

町
の
会
田
佐
右
衛
門
と
い
う
人
が
江

戸
の
十
軒
店
（
現
在
の
日
本
橋
室

町
）
で
、
人
形
の
製
法
を
学
び
、
越

谷
の
人
々
に
伝
え
た
の
が
始
ま
り
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

越
谷
ひ
な
人
形
は
、
江
戸
時
代
か

ら
伝
わ
る
技
術
で
頭
、
胴
、
手
足
、

飾
り
を
、
専
門
の
職
人
が
分
業
で
作

っ
て
い
ま
す
。
昭
和
５８
年
に
県
の
伝

統
的
手
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
は
３
月
９
日
㈮
ま
で
。

　

問
合
せ
は
、
大
相
模
地
区
セ
ン
タ

ー
☎
９
８
８
＝
７
３
７
０
へ
。

❷❸放射線対策基本方針まとまる、自治基本
条例推進会議の答申、しらこばと基金助成
事業

❹❺税の申告が始まります、職員募集、市政モ
ニター募集、市民の情報を掲載します

大相模地区センターで、７段飾りなど１５組

家に眠っているひな人形を集めて展示

看
護
師
な
ど
の
確
保
に
向
け

３
月
１
日
か
ら
申
請
受
付

看
護
学
生
に
修
学
資
金
を
貸
与
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東
京
電
力
福
島
原
発
の
事
故
に
よ

り
、
放
射
性
物
質
が
大
気
に
放
出
さ

れ
、
広
範
な
地
域
に
飛
散
し
ま
し
た
。

放
射
線
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
措
法

国
と
自
治
体
が
協
力
し
て
対
処

　

８
月
に
原
子
力
災
害
対
策
本
部
は

「
除
染
に
関
す
る
緊
急
実
施
方
針
」

を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
方
針
で
は
、

自
然
放
射
線
量
を
除
く
被
ば
く
線
量

を
年
間
１
㍉
・j
以
下
と
す
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
子

ど
も
の
利
用
す
る
公
共
施
設
（
学
校
、

公
園
等
）
を
優
先
し
て
除
染
し
、
一

日
も
早
く
目
標
を
下
回
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
放
射
性
物

質
汚
染
対
処
特
別
措
置
法
が
公
布
さ

れ
、
１１
月
に
は
同
法
の
基
本
方
針
が

定
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
と
自

治
体
が
協
力
し
、
放
射
線
対
策
に
取

り
組
み
ま
す
。

本
市
の
取
り
組
み

　

震
災
以
来
、
市
に
は
放
射
線
に
対

す
る
不
安
を
訴
え
る
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
本
市

は
、６
月
に
近
隣
市
町
（
５
市
１
町
）

の
連
名
で
放
射
線
の
測
定
や
除
染
な

ど
の
基
準
を
示
す
こ
と
を
県
に
要
望

す
る
一
方
、
市
独
自
の
空
間
放
射
線

量
の
測
定
を
始
め
ま
し
た
。
続
い
て

土
壌
、
プ
ー
ル
水
、
給
食
食
材
の
検

査
を
実
施
。
さ
ら
に
測
定
機
器
が
調

達
で
き
た
１１
月
か
ら
は
、
職
員
に
よ

る
詳
細
な
測
定
を
実
施
し
、
市
が
定

め
た
除
染
の
目
安
を
超
え
た
箇
所
は

随
時
除
染
を
行
う
な
ど
、
可
能
な
限

り
の
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

　

９
月
に
は
県
東
南
部
地
域
放
射
線

対
策
協
議
会
（
近
隣
の
５
市
１
町
）

を
設
立
し
、
広
域
的
な
放
射
線
対
策

に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

市
の
基
本
方
針

年
間
１
㍉
・　

以
下
を
目
標

　

本
市
で
は
国
の
基
本
方
針
を
受
け
、

越
谷
市
放
射
線
対
策
会
議
（
庁
内
組

織
）
を
立
ち
上
げ
、
対
策
を
進
め

放射線対策を進める放射線対策を進める

住
民
票
の
写
し
等
の
不
正
請
求
を
防
ぐ
た
め

本
人
通
知
制
度
を

　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

住
民
票
の
写
し
等
の
不
正
請
求
を
防
ぐ
た
め

本
人
通
知
制
度
を

　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い
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越
谷
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

越
谷
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

震
災
の
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

震
災
の
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

震
災
の
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

b
社
会
福
祉
課
☎
９
６
３
＝
９
３
２
０

１
月
２６
日
現
在
の
義
援
金
…
８
９
２
１
万
８
８
９
５
円
（
１
２
３
４
件
）

市民の安心を確保し、安全に暮らせるよう市民の安心を確保し、安全に暮らせるよう市民の安心を確保し、安全に暮らせるよう

　

任
期
満
了
に
伴
う
越
谷
市
農
業
委

員
会
委
員
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆
投
票
日
…
４
月
２２
日
㈰
、
午
前
７

時
〜
午
後
８
時

◆
立
候
補
届
出
受
付
…
４
月
１５
日
㈰
、

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
、
市
役

所
別
館
１
階
第
３
・
４
会
議
室
（
市

役
所
北
側
）

◆
期
日
前
（
不
在
者
）
投
票
…
４
月

１６
日
㈪
〜
２１
日
㈯

◆
選
挙
区
…
〈
第
１
区
〉
荻
島
、
出

羽
、
越
ヶ
谷
、
蒲
生
、
大
相
模
、
川

柳
、
南
越
谷

〈
第
２
区
〉
桜
井
、
新
方
、
増
林
、

大
袋
、
大
沢
、
北
越
谷

◆
定
数
…
各
選
挙
区
１０
人

◆
立
候
補
予
定
者
説
明
会
…
３
月
２

日
㈮
、
午
後
１
時
３０
分
か
ら
。

会
場
は
中
央
市
民
会
館
４
階
第
１３
・

１４
会
議
室

＊
会
場
の
都
合
上
、
出
席
者
は
２
人

以
内
で
お
願
い
し
ま
す

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
☎
９
６

３
＝
９
２
７
６

　

住
民
票
の
写
し
等
の
不
正
請
求
お

よ
び
不
正
取
得
に
よ
る
個
人
の
権
利

の
侵
害
を
防
止
す
る
た
め
、
本
人
以

外
の
第
三
者
に
証
明
書
を
交
付
し
た

と
き
、
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

　

通
知
を
希
望
す
る
方
は
事
前
の
登

録
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
登
録
す

る
と
、
証
明
書
自
動
交
付
機
の
利
用

に
制
限
が
か
か
り
ま
す
。

〈
登
録
で
き
る
方
〉　

本
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
、

ま
た
は
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方

〈
登
録
方
法
〉　

本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
写

真
付
住
基
カ
ー
ド
な
ど
）
を
お
持
ち

の
う
え
、
市
民
課
ま
た
は
北
部
・
南

部
出
張
所
へ
。
登
録
は
無
料

b
市
民
課
☎
９
６
３
＝
９
１
２
６

　

燃
え
る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご
み
な

ど
の
収
集
日
を
記
載
し
た
「
ご
み
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
平
成
２４
年
度
版

を
ご
家
庭
に
お
届
け
し
ま
す
。

〈
配
布
方
法
〉
市
の
委
託
業
者
が
ご

家
庭
の
ポ
ス
ト
に
投
か
ん
し
ま
す

（
店
舗
、
事
務
所
な
ど
は
除
く
）

＊
一
部
地
域
で
は
自
治
会
の
協
力
に

よ
り
配
布
し
ま
す

〈
配
布
予
定
期
間
〉

▽
１
地
区
〜
５
地
区
…
２
月
中
旬
〜

下
旬

▽
６
地
区
〜
１０
地
区
…
３
月
初
旬
〜

中
旬

　

お
住
ま
い
の
地
域
に
よ
っ
て
配
布

時
期
が
異
な
り
ま
す
。
地
区
の
番
号

は
２３
年
度
版
カ
レ
ン
ダ
ー
表
紙
の
右

上
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
参

照
く
だ
さ
い
。
届
か
な
い
場
合
に
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

b
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
☎
９
７
６
＝

５
３
７
５

平
成
24
年
度
版

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を

お
届
け
し
ま
す

●これまでの取り組み
２３年６月～９月
市内の全域的な測定（子どもが利用する施設）
・空間放射線量の測定
小・中学校、保育所、公園１５６カ所
私立幼稚園・保育園、児童館、障がい児通園施設４３カ所
・学校プール水検査
　小学校２７校、中学校１３校で８２検体
・土壌中放射性物質調査
　小学校、保育所、公園３７検体
２３年１１月～２４年１月末
局所的に線量が高いと予測される箇所の測定と除染（子ども
が利用する施設）および給食食材調査
・空間放射線量の測定
小・中学校、保育所（園）等、私立幼稚園、公園、学童保育室、
その他の公共施設２４２カ所
・線量が高い箇所の除染（１月２０日現在）
小・中学校、保育所等の雨どいの下など除染の目安とする
数値を超えた１５カ所
・給食食材の放射性物質調査　月１回
　小・中学校（給食センター）３品目、保育所等２品目
２４年２月～３月
引き続き、公共施設の空間放射線量の測定、給食食材の放射
性物質調査を行います。

●平成２４年度の取り組み予定
・空間放射線量の測定
子どもが利用する施設（小・中学校、保育所（園）等、私
立幼稚園、都市公園※など２７８カ所）年３回
通学路（小・中学校）年１回
その他公共施設（地区センター、交流館、給食センターな
ど４３１カ所）年２回
※児童遊園等の小規模な公園については、職員が順次、測
定する予定です。

・線量が高い箇所の除染
　線量が高い箇所が確認されしだい、実施
・学校プール水検査
　小学校２７校、中学校１３校で８０検体
・土壌中放射性物質調査
　中学校、公園など２６検体
・給食食材の放射性物質調査　毎日
　小・中学校（給食センター）３～５品目
　保育所等　３品目

＊農産物については、市は国・県の調査に協力し測定結果を公
表しています

※1 小学校以下・特別支援学校の場合
※2 国は食品衛生法に基づく省令（基準）の改定が進められており、素案を
公表し意見公募手続きが行われています（2月4日まで）。省令は3月中に
決定される見込み。目標値はこの素案を参考に設定

※3 水道水の放射性ヨウ素については、平成23年3月に示された厚生労働省
の暫定指標値に基づいています

市
の
放
射
線
対
策
の
基
本
方
針
ま
と
ま
る

放
射
線
量
の
測
定
、調
査
を
継
続

越谷市における放射線対策の概要

本市の放射線対策の目標値

空間
放射線量

地上５㌢ 毎時１　•　 未満

地上50㌢ ※1
毎時0.23　•　 未満

地上１㍍

国の基準等（参考）目　標　値項　　目

プール水 放射性セシウム
10　（１㎏当たり）
以下

※2 厚生労働省の
 基準と同等

水 道 水
放射性ヨウ素

※3 厚生労働省の
 暫定指標値

一般食品 放射性セシウム
100　（１㎏当たり）
以下

厚生労働省の基準

給　　食
放射性ヨウ素
放射性セシウム

いずれも30　
（１㎏当たり）以下

厚生労働省の基準

シ
ー
ベ
ル
ト

公園の放射線量を測定する職員

マイ
クロ

シ　ー
ベルト

マイ
クロ

シ　ー
ベルト

ベク
レル

100　（１㎏当たり）以下
（乳児）

ベク
レル

放射性セシウム 厚生労働省の基準
10　（１㎏当たり）
以下

ベク
レル

ベク
レル

ベク
レル

越谷市空間放射線量測
定方針、環境省の除染
関係ガイドライン
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放
射
線
の
基
礎
知
識
や
身
体
へ
の

影
響
に
つ
い
て
、
専
門
家
が
講
演
し

ま
す
。
参
加
無
料
。
直
接
会
場
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

　

主
催
は
、
広
域
で
放
射
線
対
策
の

検
討
を
進
め
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た

県
東
南
部
地
域
放
射
線
対
策
協
議
会

（
草
加
市
、越
谷
市
、八
潮
市
、三
郷

市
、吉
川
市
、松
伏
町
で
構
成
）
で
す
。

テ
ー
マ　

放
射
線
に
よ
る
健
康
へ
の

影
響
に
つ
い
て

講　

師　

埼
玉
大
学
教
授
・
坂
井
貴

文
さ
ん
、
自
治
医
科
大
学
R
I
セ
ン

タ
ー
管
理
主
任
・
菊
地
透
さ
ん

吉
川
会
場　

２
月
１０
日
㈮
、
午
後
６

時
か
ら
、
吉
川
市
中
央
公
民
館
ホ
ー

ル
。
定
員
５
０
９
人

b
吉
川
市
環
境
課
☎
９
８
２
＝
９
６

９
８

越
谷
会
場　

２
月
２１
日
㈫
、
午
後
２

時
か
ら
、
中
央
市
民
会
館
劇
場
。
定

員
３
３
２
人
。
ご
来
場
の
際
に
は
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

b
環
境
政
策
課
☎
９
６
３
＝
９
１
８

６

　

越
谷
し
ら
こ
ば
と
基
金
を
活
用
し
、

快
適
で
活
力
あ
る
魅
力
的
な
ふ
る
さ

と
づ
く
り
を
目
指
し
て
行
わ
れ
る
活

動
や
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

〈
対
象
事
業
〉　

自
発
的
、
主
体
的

に
活
動
す
る
市
民
に
よ
る
公
共
活
動

を
目
的
と
し
た
事
業
（
営
利
や
政
治
、

宗
教
を
目
的
と
し
た
事
業
、
特
定
の

個
人
･
団
体
等
を
対
象
と
す
る
事
業
、

定
期
的
、
恒
例
的
に
行
わ
れ
て
い
る

事
業
、
備
品
購
入
の
み
の
事
業
等
は

除
く
）

〈
事
業
の
実
施
期
間
〉　

５
月
１
日

㈫
か
ら
平
成
２５
年
３
月
３１
日
㈰
に
行

わ
れ
る
活
動
や
事
業

〈
申
込
み
資
格
〉　

市
内
在
住
、
ま

た
は
市
内
に
活
動
の
本
拠
を
有
し
、

期
間
内
に
事
業
を
完
遂
で
き
る
見
込

み
が
あ
る
団
体

〈
申
込
み
〉　

２
月
６
日
㈪
〜
３
月

２３
日
㈮
に
、
必
要
書
類
を
市
民
活
動

支
援
課
へ
。
必
要
書
類
は
、
地
区
セ

ン
タ
ー
で
２
月
６
日
㈪
か
ら
配
布
す

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
ま
す

〈
選
考
〉　

団
体
か
ら
事
業
計
画
の

説
明
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を

受
け
た
後
、
越
谷
し
ら
こ
ば
と
基
金

運
営
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
市
長

が
決
定
し
ま
す

〈
個
別
説
明
〉　

２
月
６
日
㈪
〜
３

月
２３
日
㈮
に
、
個
別
の
説
明
を
行
い

ま
す
の
で
、
事
前
に
予
約
の
う
え
お

い
で
く
だ
さ
い

b
市
民
活
動
支
援
課
☎
９
６
３
＝
９

１
５
３

市民活動を支援します

越谷しらこばと基金
助成事業を募集

申込みは３月23日までに

市民活動を支援します

越谷しらこばと基金
助成事業を募集

申込みは３月23日までに

　

自
治
基
本
条
例
推
進
会
議
で
は
、

自
治
基
本
条
例
の
実
効
性
を
確
保
し
、

市
民
参
加
と
協
働
に
よ
る
市
民
が
主

人
公
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
の
調
査
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
自
治
基
本
条
例
の
普

及
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
市
長

に
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。

　

答
申
に
は
、
次
の
５
つ
の
提
言
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
活
用

　

子
ど
も
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用

し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
家
庭
や
地

域
に
自
治
基
本
条
例
を
普
及
す
る
方

法
を
検
討
す
る
。

自
治
基
本
条
例
の
愛
称
・
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
、
自
治
の
日
等
の
制
定

　

愛
称
･
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
や

「
自
治
の
日
」
等
を
制
定
し
、
自
治

基
本
条
例
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く

伝
え
て
い
く
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、
既
存
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
活
用

　

自
治
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

市
民
と
市
が
一
緒
に
考
え
、
検
証
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
を
検
討
す
る
。

自
治
基
本
条
例
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
等
の

作
成

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
や
市
民

活
動
団
体
が
活
用
で
き
る
よ
う
、
市

民
生
活
に
身
近
な
事
例
等
を
盛
り
込

ん
だ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
等
を
作
成
す
る
。

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
用

　

自
治
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
、
交
流
や
情
報
の
受
発
信
な
ど
の

機
能
が
期
待
さ
れ
る
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
を
有
効
に
活
用
す
る
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
企
画
課
（
第
二

庁
舎
３
階
）、
情
報
公
開
セ
ン
タ
ー

（
第
二
別
館
）、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

b
企
画
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１
２

H10023100@city.koshigaya.saitama.jp

自
治
基
本
条
例
推
進
会
議

委
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
平
成
２１
年
９
月
に
自
治

基
本
条
例
を
施
行
し
、
住
み
よ
い
自

治
の
ま
ち
の
実
現
の
た
め
、
市
民
参

加
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
基
本
条
例
推
進
会
議
で
は
、

市
民
が
主
人
公
の
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
に
、
こ
の
条
例
が
適
正

に
運
用
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
、
こ

の
条
例
に
基
づ
い
て
ま
ち
づ
く
り
が

行
わ
れ
て
い
る
か
を
調
査
審
議
し
ま

す
。

〈
任
期
〉　

４
月
１
日
〜
平
成
２６
年

３
月
３１
日
（
年
６
回
程
度
、
平
日
の

夜
間
や
休
日
に
会
議
予
定
）

〈
対
象
〉　

年
齢
満
１８
歳
以
上
で
、

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
、
ま
た
は

活
動
し
て
い
る
方
（
他
の
審
議
会
等

の
公
募
委
員
を
除
く
）

＊
公
募
に
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
３
つ

以
上
の
審
議
会
等
に
在
職
し
て
い

る
方
は
、
委
員
に
選
任
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

〈
募
集
人
数
〉　

８
人
以
内
（
委
員

総
数
は
１５
人
以
内
）

〈
申
込
み
〉　

住
所
、
氏
名
、
性
別
、

生
年
月
日
、
職
業
、
電
話
番
号
、
応

募
動
機
、
自
己
Ｐ
Ｒ
を
簡
潔
に
記
入

し
た
書
類
と
「
自
治
基
本
条
例
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
作
文
（
８
０
０
字
以
内
）
を
企

画
課
へ
（
郵
送
・
メ
ー
ル
可
）。
様

式
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
横
書
き
で
あ
れ
ば

そ
の
他
は
自
由
で
す

〈
応
募
締
切
〉　

２
月
１５
日
㈬
、
午

後
５
時
１５
分
（
必
着
）

〈
選
考
〉　

作
文
等
に
よ
る
選
考
後
、

候
補
者
が
募
集
人
数
を
上
回
っ
た
場

合
は
、
公
開
抽
せ
ん
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
抽
せ
ん
は
、
幅
広
い
参
加
を

得
る
た
め
男
女
別
・
年
齢
別
に
定
員

を
設
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
選
考

結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す

b
企
画
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１
２

H10023100@city.koshigaya.saitama.jp

介
護
保
険
運
営
協
議
会
の

傍
聴

a
２
月
２
日
㈭
、
午
後
１
時
か
ら　

d
中
央
市
民
会
館
５
階
第
２
・
３
会

議
室　

g
第
５
期
越
谷
市
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
等
に
つ
い
て　

f
２０
人
（
抽
せ

ん
）　

e
当
日
、
午
後
０
時
３０
分
ま

で
に
会
場
へ　

b
高
齢
介
護
課
☎
９

６
３
＝
９
３
０
５

自
治
基
本
条
例
推
進
会
議

自
治
基
本
条
例
の
普
及
に
向
け
て

５
つ
の
提
言
を
答
申

自
治
基
本
条
例
の
普
及
に
向
け
て

５
つ
の
提
言
を
答
申

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
の
対
策

会
議
で
検
討
を
重
ね
、
こ
の
た
び
基

本
方
針
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

対
策
期
間
は
国
の
対
応
に
合
わ
せ

平
成
２５
年
８
月
末
と
し
、
自
然
放
射

線
量
を
除
き
年
間
被
ば
く
線
量
１

㍉
・j

以
下
を
目
標
に
し
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
、
保
育
所
、
公
園
な

ど
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
線
量
の
測

定
を
行
い
ま
す
。
通
学
路
や
そ
の
他

の
公
共
施
設
も
測
定
を
行
う
予
定
で

す
。
目
標
値
を
超
え
る
数
値
が
測
定

さ
れ
た
場
合
は
、
随
時
除
染
し
ま
す
。

給
食
食
材
を
毎
日
検
査

　

こ
れ
ま
で
業
者
委
託
で
月
１
回
の

測
定
を
行
っ
て
き
た
学
校
や
保
育
所

等
の
給
食
食
材
に
つ
い
て
は
、
市
が

測
定
器
を
購
入
し
、
４
月
か
ら
毎
日

測
定
す
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

　

水
道
水
は
９
割
が
埼
玉
県
の
浄
水

場
か
ら
受
水
し
て
お
り
、
毎
日
の
検

査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
越

谷
・
松
伏
水
道
企
業
団
が
取
水
し
て

い
る
地
下
水
に
つ
い
て
も
、
週
１
回

の
測
定
を
行
い
ま
す
。

　

農
産
物
の
検
査
は
埼
玉
県
が
実
施

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、Ｊ
Ａ
越
谷

市
が
行
う
放
射
性
物
質
の
検
査
を
市

と
し
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

５
市
１
町
の
首
長
が
東
京
電
力
に

要
求
書
を
提
出

　

県
東
南
部
地
域
の
５
市
１
町
で
は
、

線
量
の
測
定
や
除
染
な
ど
の
放
射
線

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
、
対
策
に
か
か
る
業
務
が
増

大
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ

の
対
策
に
要
し
た
経
費
を
補
償
す
る

な
ど
を
内
容
と
し
た
要
求
書
を
、
５

市
１
町
の
首
長
か
ら
、
１２
月
に
東
京

電
力
に
提
出
し
ま
し
た
。

　市民の皆さん
が、身近な生活
環境等の放射線
量を把握できる
よう、市では放
射線測定器を貸
し出します。
　個人の住宅などで高い線量の放射線
が測定された場合、原則として個人で
除染を行っていただきますが、測定方
法と併せて除染の方法の手引きについ
ては、今後お知らせします。
〈貸出対象〉　市内に居住する２０歳以
上の方、市内の事業所、自治会
〈貸出時間〉　平日の午前９時～正午、
午後１時～４時の半日単位
〈申込み〉　電話で予約のうえ、予約当
日に下記へ。その際には運転免許証な
ど本人確認ができる書類を提示くださ
い。貸出は月１回に限ります。
　また、４月以降の貸出分は、前月５
日から（土曜・日曜日、祝日の場合は
次の平日から）受け付けます
b環境政策課☎９６３―９１８６
　２月２０日㈪からの申込専用電話は
　☎９６３－９１８７

放
射
線
に
関
す
る
講
演
会

　
　
　
　
放
射
線
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響

放射線測定器を貸し出します テ
ー
マ

2
／
10
吉
川
、
2
／
21
越
谷
で
開
催

申込みは２月２０日㈪から

３月１日から

5市1町の首長から東京電力へ
要求書を手渡す

推進会議会長の佐々木一彦さんから
高橋市長に答申が渡されました
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平
成
２４
年
度
市
・
県
民
税
（
個
人

住
民
税
）
の
申
告
受
付
を
２
月
１６
日

㈭
か
ら
３
月
１５
日
㈭
ま
で
、
市
役
所

第
２
庁
舎
５
階
会
議
室
Ｂ
・
Ｃ
で
行

い
ま
す
（
土
曜
・
日
曜
日
は
閉
庁
で

す
。
出
張
受
付
は
別
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）。

　

な
お
、
申
告
期
間
中
は
駐
車
場
が

た
い
へ
ん
混
雑
し
ま
す
の
で
、
車
で

の
来
庁
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

◆
平
成
２４
年
１
月
１
日
現
在
、
越
谷

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
確
定
申
告

を
さ
れ
な
い
方
の
う
ち
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

①
市
・
県
民
税
の
申
告
書
が
届
い
た

方
②
事
業
（
農
業
、
営
業
等
）
を
営
む

方
、
不
動
産
収
入
（
地
代
・
家
賃
）、

雑
所
得
（
公
的
年
金
等
）、
配
当

所
得
等
が
あ
っ
た
方

③
次
の
給
与
所
得
者

・
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が

越
谷
市
に
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

・
給
与
以
外
に
所
得
が
あ
り
、
そ
の

合
計
額
が
２０
万
円
以
下
の
方
（
２０

万
円
を
超
え
る
方
は
所
得
税
の
確

定
申
告
が
必
要
で
す
）

◆
市
内
に
住
所
の
な
い
方
で
、
市
内

に
事
務
所
や
事
業
所
、
ま
た
は
家

屋
敷
の
あ
る
方

＊
確
定
申
告
を
す
る
方
は
、
市
・
県

民
税
の
申
告
は
不
要
で
す

申
告
に
必
要
な
も
の

①
源
泉
徴
収
票
（
給
与
所
得
・
公
的

年
金
等
）
ま
た
は
事
業
主
か
ら
の

支
払
証
明
書

②
事
業
所
得
者
・
不
動
産
所
得
者
は

収
支
の
わ
か
る
帳
簿
等

③
国
民
健
康
保
険
税
、
国
民
年
金
、

医
療
費
、
生
命
保
険
、
地
震
保
険

な
ど
の
控
除
を
受
け
る
方
は
支
払

っ
た
証
明
書
ま
た
は
領
収
書
等

④
印
鑑

市
・
県
民
税
の

申
告
書
の
発
送
に
つ
い
て

　

市
・
県
民
税
申
告
書
は
、
１
月
下

旬
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
郵

送
し
ま
し
た
。
申
告
が
必
要
と
な
る

方
で
申
告
書
が
届
か
な
か
っ
た
場
合

は
市
民
税
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
告
書
は
郵
送
で
も
受
け

付
け
ま
す
。
申
告
書
と
一
緒
に
お
送

り
し
た
「
申
告
の
手
引
き
」
の
記
載

例
を
参
考
に
、
該
当
欄
に
記
入
し
、

次
の
も
の
を
返
信
用
封
筒
で
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る
給
与

所
得
者
は
申
告
書
と
源
泉
徴
収
票

Ｂ　

Ａ
以
外
の
方
は
申
告
書
と
「
申

告
に
必
要
な
も
の
」（
前
記
の
①

〜
③
）

次
の
よ
う
な
方
は

◆
昨
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
方

　

市
・
県
民
税
申
告
書
裏
面
⑧
前
年

収
入
が
な
か
っ
た
方
の
記
入
欄
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
事
業
専
従
者
の
い
る
事
業
主
の
方

　

事
業
専
従
者
の
方
に
は
申
告
書
を

お
送
り
し
ま
せ
ん
。
事
業
主
の
方
は

ご
自
身
の
申
告
の
際
に
必
ず
「
事
業

専
従
者
」
の
欄
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
専
従
者
の

給
与
支
払
報
告
書
を
市
民
税
課
（
本

庁
舎
１
階
）
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い

（
郵
送
可
）。

申
告
を
し
な
い
と
、

こ
ん
な
と
き
に
困
り
ま
す

　

申
告
を
し
な
い
と
、
年
金
、
住
宅

ロ
ー
ン
、
保
育
所
入
所
や
公
営
住
宅

入
居
申
請
等
の
際
に
必
要
と
な
る
各

種
証
明
書
（
課
税
・
非
課
税
・
納
税

証
明
書
等
）
を
発
行
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
期
限
内
に

申
告
を
済
ま
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す

　

平
成
２３
年
度
の
年
税
額
に
変
更
の

あ
っ
た
方
や
新
た
に
課
税
さ
れ
た
方
、

納
付
方
法
が
変
更
さ
れ
た
方
に
納
税

通
知
と
納
付
書
（
国
保
税
の
口
座
振

替
の
方
に
は
通
知
書
の
み
）
を
次
の

と
お
り
発
送
し
ま
す
。

　

新
た
に
お
送
り
す
る
納
付
書
で
納

付
く
だ
さ
い
。

●
市
・
県
民
税　

発
送
日　

２
月
１０
日
㈮

b
市
民
税
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４

４
・
９
１
４
５

●
国
民
健
康
保
険
税

発
送
日　

２
月
１６
日
㈭

b
国
民
健
康
保
険
課
☎
９
６
３
＝
９

１
４
６

休
日
納
税
窓
口
を
開
き
ま
す

a
２
月
５
日
㈰
・
１９
日
㈰
・
３
月
４

日
㈰
、
午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

d

市
・
県
民
税
等
は
収
納
課
、
国
民
健

康
保
険
税
は
国
民
健
康
保
険
課
（
い

ず
れ
も
本
庁
舎
１
階
）　

b
収
納
課

☎
９
６
３
＝
９
１
４
２
、
国
民
健
康

保
険
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
３

国
保
の
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す

　

平
成
２４
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

を
４
月
以
降
、
新
た
に
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収（
天
引
き
）で
納
付
い
た
だ

く
方
に
「
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
」

を
２
月
１６
日
㈭
に
発
送
し
ま
す
。

　

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
を
口
座
振

替
に
変
更
す
る
場
合
は
、
国
民
健
康

保
険
課
ま
た
は
北
部
・
南
部
出
張
所

に
て
ご
申
請
く
だ
さ
い
。
現
在
、
年

金
か
ら
の
特
別
徴
収
で
納
付
い
た
だ

い
て
い
る
方
も
変
更
で
き
ま
す
。

　

３
月
３０
日
㈮
ま
で
に
申
請
し
た
方

は
、
４
月
は
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
、

６
月
以
降
は
口
座
振
替
で
の
納
付
に

変
更
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
納
付
書

で
の
納
付
に
は
変
更
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
申
請
に
必
要
な
も
の
》

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
印
鑑

・
振
替
口
座
の
通
帳
と
届
出
印
（
新

た
に
口
座
振
替
を
お
申
し
込
み
の

方
の
み
）

b
国
民
健
康
保
険
課
☎
９
６
３
＝
９

１
４
６

A…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ 掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です

　

個
人
事
業
税
は
、
事
業
を
行
う
個

人
に
対
し
、
そ
の
事
業
の
所
得
金
額

を
標
準
と
し
て
課
税
さ
れ
る
も
の
で

す
。
所
得
税
の
確
定
申
告
か
住
民
税

の
申
告
を
す
れ
ば
、
事
業
税
の
申
告

は
不
要
で
す
。

　

事
業
税
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
は
、

県
税
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
税
理
士
事
務
所
で
の
相
談
会

a
２
月
１
日
㈬
〜
１５
日
㈬
の
月
曜
〜

金
曜
日
。
午
前
１０
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
４
時　

d
最
寄
り
の
税
理
士

事
務
所
（
２
月
３
日
㈮
午
前
の
み
予

約
制
で
中
央
市
民
会
館
で
実
施
）
g

小
額
な
申
告
相
談
と
申
告
書
の
作
成

　

f
年
金
を
受
け
て
い
る
方
、
給
与

所
得
者
で
医
療
控
除
を
受
け
る
方
、

年
の
途
中
で
退
職
し
た
方　

e
事
前

に
最
寄
り
の
税
理
士
事
務
所
、
ま
た

は
左
記
へ
電
話
で
日
時
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い

b
関
東
信
越
税
理
士
会
越
谷
支
部
☎

９
６
２
＝
６
１
３
１

　

市
・
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
納
期
限
が
過
ぎ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
納
付
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
速
や
か
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
税
の
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

市
税
の
滞
納
処
分
を

引
き
続
き
強
化
し
ま
す

　

市
税
は
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
貴
重
な
財

源
で
す
。
再
三
に
わ
た
る
督
促
と
催

告
に
も
か
か
わ
ら
ず
納
付
さ
れ
な
い

場
合
、
税
負
担
の
公
平
性
・
公
正
性

を
確
保
す
る
た
め
、
法
律
の
規
定
に

基
づ
き
財
産
の
差
し
押
さ
え
処
分
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
延

滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

b
収
納
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
２

市
税
の
お
知
ら
せ

川柳地区センター・南越谷地区センター２／ １ （水）
新方地区センター・出羽地区センター２／ ２ （木）
桜井地区センター２／ ３ （金）
大相模地区センター・増林地区センター２／ ６ （月）
荻島地区センター２／ ７ （火）

北部市民会館
２／ ８ （水）
２／ ９ （木）

蒲生地区センター２／ 10（金）
大沢地区センター・北越谷地区センター２／ 13（月）

特　設　会　場日　　程

税の申告が始まります税の申告が始まります
市・県民税は2月16日から市役所で
所得税などは2月9日からイオンレイクタウンで

市・県
民
税
の
申
告

ご
利
用
く
だ
さ
い

無
料
税
務
相
談

問
市
民
税
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
４

個
人
事
業
税（
県
税
）の
申
告

問
越
谷
県
税
事
務
所
☎
９
６
２
＝
２
２
９
８

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
第
４
期
分
、

国
民
健
康
保
険
税
の
第
９
期
の
納
期
限
は
２
月
29
日
㈬
で
す
。

市・県民税の申告受け付け
●市役所での受け付け
〈期間〉２月１６日（木）～３月１５日（木）
　　　（土曜・日曜日を除く）
　　　９:００～１６:００
〈会場〉市役所第二庁舎５階会議室Ｂ・Ｃ
●出張受付
〈日程・会場〉下表のとおり
〈時間〉９:３０～１６:００

B市民税課☎９６３－９１４４
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（
自
動
音
声
の
ご
案
内
）

申
告
会
場
の
イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
で
は
電
話
に
よ
る
受
付
を
し
て
い
ま
せ
ん

平
成 

年
分
確
定
申
告

申
告
時
期
と
納
期
限

●
所
得
税
・
贈
与
税　

３
月
１５
日
㈭

●
個
人
事
業
者
の
方
の
消
費
税
お
よ

び
地
方
消
費
税　

４
月
２
日
㈪

申
告
会
場
は

イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

　

越
谷
税
務
署
の
確
定
申
告
（
所
得

税
・
消
費
税
・
贈
与
税
）
の
会
場
は
、

イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
ｋ
ａ
ｚ
ｅ
の

３
階「
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
」と
な
り
ま
す
。

〈
開
設
期
間
〉　

２
月
９
日
㈭
〜
３

月
１５
日
㈭
の
月
曜
〜
金
曜
日
（
２
月

１９
日
・
２６
日
の
日
曜
日
に
限
り
開

設
）

＊
開
設
期
間
中
、
越
谷
税
務
署
で
は

確
定
申
告
の
申
告
相
談
を
行
っ
て

い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

〈
受
付
時
間
〉　

午
前
９
時
〜
午
後

４
時
（
混
雑
状
況
に
よ
り
受
付
終
了

時
間
を
早
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

＊
車
で
お
越
し
の
際
は
、
イ
オ
ン
レ

イ
ク
タ
ウ
ン
の
駐
車
場
（
平
日
５

時
間
無
料
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

申
告
に
は
電
子
申
告
を

　

所
得
税
お
よ
び
消
費
税
の
申
告
に

は
、
電
子
申
告
（
ｅ
│
Ｔ
ａ
ｘ
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
申
告
書
を
作
成

し
郵
送
で
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

申
告
書
作
成
に
関
す
る
不
明
な
点

は
、
申
告
会
場
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

納
税
は
振
替
納
税
を

　

所
得
税
お
よ
び
消
費
税
（
地
方
消

費
税
を
含
む
）
の
納
税
は
、
安
全
・

便
利
・
確
実
な
振
替
納
税
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
な
お
、
初
め
て
ご
利
用

に
な
る
方
は
、申
告
期
限
ま
で
に
「
口

座
振
替
依
頼
書
」
の
提
出
が
必
要
で

す
。
指
定
し
た
口
座
か
ら
期
日
を
指

定
し
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
新

た
な
納
付
手
続
き
で
す
。

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
を
有
す

る
方
の
所
得
税
の
確
定
申
告
不
要
制

度
の
創
設
に
つ
い
て

　

平
成
２３
年
分
か
ら
、
公
的
年
金
等

の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、

か
つ
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得

以
外
の
所
得
金
額
が
２０
万
円
以
下
の

場
合
に
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。（
こ

の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
住
民
税
の
申

告
は
必
要
で
す
）

＊
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の

確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
は

で
き
ま
す

相
続
等
に
係
る
生
命
保
険
契
約
等
に

基
づ
く
年
金
を
受
給
し
て
い
た
方
へ

　

遺
族
の
方
が
年
金
と
し
て
受
給
す

る
生
命
保
険
金
の
う
ち
、
相
続
税
の

課
税
対
象
と
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て

は
、
所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
ら
な

い
と
す
る
最
高
裁
判
所
の
判
決
を
受

け
て
、
所
得
税
を
納
め
過
ぎ
と
な
っ

て
い
る
方
は
、
所
得
税
の
還
付
請
求

手
続
き
が
行
え
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
り

被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
へ

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
ご
自
身
や

扶
養
親
族
が
所
有
す
る
資
産
に
被
害

を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
確
定
申
告
に

よ
り
、
所
得
税
の
軽
減
・
免
除
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受

け
た
場
合
等
の
税
金
の
取
扱
い
に
つ

い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
市
立
病
院
職
員

　

平
成
２４
年
４
月
１
日
付
採
用

　

助
産
師
・
看
護
師

　

募
集
要
項
は
、
市
立
病
院
庶
務
課
、

市
役
所
総
合
受
付
、
人
事
課
で
お
配

り
し
て
い
る
ほ
か
、
市
立
病
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す

〈
採
用
期
日
〉
４
月
１
日

〈
対
象
〉
助
産
師
ま
た
は
看
護
師
免

許
を
有
す
る
方
（
見
込
み
可
）
で
、

二
交
代
勤
務
ま
た
は
、
三
交
代
制
勤

務
が
可
能
な
方

〈
試
験
日
〉
２
月
１８
日
㈯

【
申
込
み
】
２
月
８
日
㈬
ま
で
に
、

履
歴
書
、
看
護
学
校
等
の
卒
業
証
明

書
お
よ
び
成
績
証
明
書
、
看
護
師
等

の
免
許
の
写
し
を
特
定
記
録
郵
便
ま

た
は
簡
易
書
留
郵
便
で
郵
送
（
消
印

有
効
）
す
る
か
、
市
立
病
院
庶
務
課

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
（
土
曜
･
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
。
午
前
８
時
３０
分

〜
午
後
５
時
）

〈
選
考
方
法
〉
作
文
・
面
接
試
験

〈
募
集
人
員
〉
２０
人
程
度

　

こ
の
ほ
か
、
育
児
休
業
代
替
助
産

師
・
看
護
師
の
募
集
も
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。

＊
院
内
保
育
室
あ
り

b
市
立
病
院
庶
務
課
☎
９
６
５
＝
２

２
２
１

●
市
臨
時
職
員
（
保
育
士
）

〈
対
象
〉
平
成
２４
年
４
月
１
日
現
在

で
６０
歳
未
満
の
保
育
士
の
方

〈
賃
金
〉　

時
給
９
７
０
円

〈
雇
用
期
間
〉
４
月
１
日
〜
平
成
２５

年
３
月
３１
日

〈
主
な
勤
務
時
間
〉
月
曜
〜
金
曜
日
、

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
（
た
だ

し
、
土
曜
日
に
月
１
〜
２
回
程
度
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
有
り
）

〈
勤
務
内
容
〉
保
育
業
務
（
ク
ラ
ス

の
担
任
（
複
数
担
任
制
））
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す

〈
応
募
方
法
〉
写
真
を
は
っ
た
市
販

の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

（
保
育
士
証
の
写
し
を
添
付
）、
午

前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
に
本

人
が
直
接
人
事
課
（
本
庁
舎
２
階
）

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
（
随
時
受
付
）

＊
後
日
、
面
接
に
よ
る
選
考
を
行
い

ま
す

b
人
事
課
☎
９
６
３
＝
９
１
３
２

●
学
校
図
書
館
支
援
員

　

司
書
教
諭
や
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
連
携
し
た
学
校
図
書
館
の
運
営

と
読
書
活
動
の
推
進
を
行
い
ま
す
。

〈
勤
務
地
〉
市
内
小
・
中
学
校
を
日

替
わ
り
で
勤
務

〈
資
格
〉
５９
歳
以
下
で
、
司
書
資
格

を
有
す
る
方

〈
勤
務
期
間
〉
４
月
〜
９
月
（
８
月

を
除
く
）
の
火
曜
〜
金
曜
日
、
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
４５
分
。
平
成
２５
年

３
月
ま
で
の
期
間
更
新
あ
り

〈
賃
金
〉
時
給
１
０
０
０
円
（
２３
年

度
）。
予
算
成
立
後
決
定

〈
申
込
み
〉
３
月
２１
日
㈬
（
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
）
ま
で
に
、
写
真
を

は
っ
た
市
販
の
履
歴
書
を
お
持
ち
の

う
え
左
記
へ
。
面
接（
３
月
２２
日
㈭
）

に
よ
り
選
考
し
ま
す

b
指
導
課
（
第
二
庁
舎
４
階
）☎
９

６
３
＝
９
２
９
２

●
越
谷
市
交
通
指
導
員

　

登
校
時
の
安
全
確
保
や
交
通
安
全

教
育
な
ど
を
行
い
ま
す
。

〈
応
募
資
格
〉
市
内
在
住
で
交
通
法

令
お
よ
び
交
通
問
題
に
理
解
と
関
心

が
高
く
、
健
康
で
指
導
力
が
あ
り
、

矯
正
視
力
を
含
み
両
眼
で
０
・
５
以

上
の
平
成
２４
年
４
月
１
日
現
在
２０
〜

５９
歳
の
方

〈
勤
務
内
容
・
時
間
〉　

①
登
校
時

の
安
全
確
保
（
午
前
７
時
３０
分
前
後

の
お
お
む
ね
一
時
間
程
度
）②
小
学

校
や
幼
稚
園
等
に
お
け
る
交
通
安
全

教
育
、
交
通
指
導
（
随
時
）③
市
の

行
事
等
に
お
け
る
交
通
整
理
な
ど

（
随
時
）。　

※
１
カ
月
を
通
じ
て

標
準
５０
時
間

〈
報
酬
〉　

月
額
６
万
１
４
０
０
円

〈
募
集
人
員
〉　
若
干
名

〈
応
募
方
法
〉
２
月
１０
日
㈮
、
午
後

５
時
１５
分
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

ま
で
に
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を
お

持
ち
の
う
え
左
記
へ
。
採
用
に
つ
い

て
は
、
後
日
面
接
の
う
え
決
定
し
ま

すb
く
ら
し
安
心
課
☎
９
６
３
＝
９
１

８
５

確定申告会場案内図

越谷
レイクタウン駅

大相模調節池 レイクタウン
アウトレット

イオン
レイクタウン
mori（もり）

イオンレイクタウン
kaze（かぜ）

確定申告会場

３階 イオンホール
（映画館隣）

至南越谷駅

（所在地）
東町４－２１－１

至吉川駅JR武蔵野線

職
員
を
募
集
し
ま
す

か

ぜ

A…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ越谷市役所

　

市
で
は
、
市
民
の
声
を
広
く
市
政

に
反
映
す
る
た
め
、
市
政
モ
ニ
タ
ー

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

〈
内
容
〉　

①
広
報
紙
（
毎
月
発
行

の
お
知
ら
せ
版
と
年
４
回
発
行
の
季

刊
版
）、
い
き
い
き
越
谷
（
毎
月
１

本
制
作
し
て
い
る
広
報
テ
レ
ビ
番

組
）
を
視
聴
し
た
感
想
（
毎
回
）、②

市
政
に
対
す
る
意
見
・
提
言
、③
市

政
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
市

議
会
の
傍
聴
や
モ
ニ
タ
ー
の
交
流
会

〈
応
募
資
格
〉　

満
２０
歳
以
上
（
平

成
２４
年
４
月
１
日
現
在
）
の
市
内
在

住
の
方
。
公
務
員
、
市
政
モ
ニ
タ
ー

経
験
者
は
除
く

〈
任
期
〉　

委
嘱
し
た
日
か
ら
２５
年

３
月
３１
日
ま
で

〈
応
募
方
法
〉　

住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
生
年
月
日
、
連
絡
先
、

応
募
理
由
（
７０
字
程
度
）
を
記
入
の

う
え
、
封
書
、
は
が
き
、
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
で
、
３
月
２３
日
㈮
ま
で
に

左
記
へ

〈
募
集
人
員
〉　

２０
人
。
定
員
を
超

え
た
場
合
は
選
考
。
結
果
は
4
月
上

旬
に
全
員
に
通
知
し
ま
す

〈
謝
礼
〉　

年
１
万
２
０
０
０
円

b
広
報
広
聴
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１

７
、
H10013200@city.koshigaya.

saitama.jp

　市民の主体的な活動を支援するため、催しな
どの情報を広報紙等に掲載しています。それぞ
れの掲載欄の手続きは次のとおりです。ただし、
営利・政治・宗教活動は、掲載できません。
●クラブやサークルの情報は「お知らせパック」
　登録が必要です
　「お知らせパック～この指とまれ !～」には、ク
ラブ・サークルの会員募集や催しの案内を掲載
しています。掲載には「団体登録」と「掲載依頼」
が必要です。２４年度掲載分の受付を表のとお
り行います。

〈申込方法〉　会則、会計報告、会員名簿の写しを
添えて、直接広報広聴課へ（２３年度から継続の
場合は会計報告のみ）。
＊体育協会・レクリエーション協会・文化連盟・
スポーツ少年団加盟団体および老人福祉セン
ターのクラブ、ボーイ・ガールスカウトは、団
体登録不要（掲載依頼は必要）
●市民活動などの情報は、ふれあいラウンジ
　掲載できる情報は、市民が主体で行われる催
し、または、公共的な団体が行う催しなど。掲載
は無料。原稿の締め切りは、掲載を希望する月の
２カ月前まで（例えば、４月号に掲載希望の場合
は、２月末日）。原稿は、直接お持ちください（フ
ァクス、郵送は不可）。
　なお、情報量が多い場合には、掲載できないこ
とがあります。
●市のホームページに掲載
　新たに市のホームページに市民のクラブ、サ
ークルの会員募集や催しをご案内するページを
開設しました。
　掲載できるのは「お知らせパック」に登録がお
済みの団体です。申込み方法は、市ホームページ
の「観光・催し」の中の「市民サークル・クラブ」
に掲載しています。
b広報広聴課☎９６３─９１１７

所
得
税（
国
税
）の
確
定
申
告

問
越
谷
税
務
署
☎
９
６
５
＝
８
１
１
１

23

募集します
市政モニター

あなたの声を
お聴かせください

市民の情報を
広報紙などに掲載しています

＊登録が不要な団体でも、会員募集の掲載依頼は、申込み
期間内に行ってください
＊催し案内の掲載依頼は、掲載希望月の２カ月前の末日ま
でにご提出ください

1次
2～3月

5月号、
25年1月号

5月号～
25年4月号

会員募集 催し案内

広報紙に掲載できる月申込み
期　間

24年度の
掲載回数

会員募集、催
し案内を合せ
て２回

2次
10～11月

25年1月号
のみ

25年1月号
～4月号

会員募集、催
し案内のどち
らか１回
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A…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ 掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です

※
１3
面
に
も
看
護
師
募
集
の
お
知
ら

せ
が
あ
り
ま
す
。

□
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

g
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
お
よ
び
軽

ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指
導
な
ど
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
・

促
進
事
業
を
実
施
。
任
期
は
４
月
１

日
〜
平
成
２６
年
３
月
３１
日
。
報
酬
は

日
額
５
５
０
０
円
、
費
用
弁
償
は
日

額
２
５
０
０
円　

f
市
内
在
住
の
２０

歳
以
上
５５
歳
未
満（
４
月
１
日
現
在
）

の
方
で
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
経
験
者
ま
た
は
実
技
指
導
の

経
験
者
若
干
名
（
市
の
ほ
か
の
審
議

会
の
公
募
委
員
等
を
除
く
）　

e
２

月
１７
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
市
販
の

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
へ
（
郵
送
可
）。
面
接

に
よ
り
選
考
。
応
募
書
類
は
返
却
し

ま
せ
ん　

b
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
９

６
３
＝
９
２
８
４

□
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

　

委
員
お
よ
び
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

▽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

委
員
…
g
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題

研
究
・
調
査
、
消
費
者
へ
の
啓
発
事

業
を
実
施
。
任
期
は
委
嘱
日
〜
平
成

２６
年
３
月
３１
日
。
謝
礼
は
年
間
３
万

円　

f
市
内
在
住
の
１８
歳
以
上
（
４

月
１
日
現
在
）
の
方
で
、
奇
数
月
第

２
木
曜
日
開
催
の
定
例
会
に
参
加
で

き
る
方
若
干
名
（
公
務
員
を
除
く
）

▽
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
…
g
食
品
表

示
お
よ
び
価
格
調
査
に
関
す
る
情
報

や
意
見
な
ど
を
毎
月
提
出
。
任
期
は

委
嘱
日
〜
平
成
２６
年
３
月
３１
日
。
謝

礼
は
年
間
１
万
２
０
０
０
円　

f
市

内
在
住
の
１８
歳
以
上
（
４
月
１
日
現

在
）
の
方
２０
人
（
公
務
員
を
除
く
）

申
込
み
は
、
い
ず
れ
も
２
月
２４
日
㈮

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
職
業
・
応

募
理
由
（
２
０
０
字
以
内
）
を
記
入

し
左
記
へ
（
郵
送
可
）　

b
く
ら
し

安
心
課
（
〠
３４３
＝
０
８
１
３
越
ヶ
谷

４
の
１
の
１
中
央
市
民
会
館
４
階
）

☎
９
６
３
＝
９
１
５
６

□
青
少
年
相
談
員

g
子
ど
も
の
成
長
を
助
け
る
青
年
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
。
地
域
の
お
兄
さ
ん
・

お
姉
さ
ん
と
し
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
。
任
期
は
４
月
１
日
〜
平
成
２６

年
３
月
３１
日　

f
市
内
在
住
・
在

学
・
在
勤
で
１８
歳
以
上
３６
歳
以
下

（
４
月
１
日
現
在
）
の
方　

e
２
月

１５
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
青
少
年
課
へ

＊
申
込
み
締
め
切
り
後
も
随
時
受
付

b
青
少
年
課
☎
９
６
３
＝
９
３
０
８

□
越
谷
市
ふ
る
さ
と
い
き
も
の
調
査

 　
市
民
調
査
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

g
自
宅
周
辺
や
散
歩
道
沿
い
な
ど
の

動
植
物
の
調
査
を
行
い
、
月
に
一
度

報
告
書
を
提
出
。
任
期
は
４
月
１
日

〜
平
成
２５
年
３
月　

f
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
で
自
然
観
察
に
興
味
の

あ
る
小
学
生
以
上
の
方
３
０
０
人　

e
２
月
２９
日
㈬
ま
で
に
申
込
書
を
郵

送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
環
境
政
策
課

へ
。
申
込
書
は
環
境
政
策
課
（
第
二

庁
舎
２
階
）、
各
地
区
セ
ン
タ
ー
で

配
付
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
印
刷
可　

b
環
境
政
策
課
☎
９
６

３
＝
９
１
８
３

□
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

g
書
架
整
理
、
資
料
配
架
・
修
理
、

予
約
本
の
収
集　

f
図
書
館
利
用
券

を
お
持
ち
の
１６
歳
以
上
の
方
で
週
１

回
（
２
時
間
程
度
）
以
上
活
動
可
能

な
方
。
左
記
①
ま
た
は
②
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座
の
受
講
が
必
要
で
す
。

①
３
月
１
日
㈭
・
１５
日
㈭
、
午
後
２

時
３０
分
〜
４
時
３０
分　

②
３
月
３
日

㈯
・
１７
日
㈯
、
午
後
２
時
３０
分
〜
４

時
３０
分
。
会
場
は
い
ず
れ
も
市
立
図

書
館　

e
２
月
２３
日
㈭
ま
で
に
直
接

左
記
へ　

b
市
立
図
書
館
☎
９
６
５

＝
２
６
５
５

□
自
衛
官

g
f
①
一
般
幹
部
候
補
生
…
大
卒

（
見
込
み
可
）
で
２５
歳
ま
で
の
方　

②
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）
…
１８
歳

以
上
３４
歳
未
満
の
方　

e
①
は
２
月

１
日
㈬
〜
４
月
２７
日
㈮
、②
は
４
月

４
日
㈬
ま
で
に
左
記
へ　

b
自
衛
隊

朝
霞
地
域
事
務
所
☎
０
４
８
＝
４
６

６
＝
４
４
３
５

□
野
球
場
貸
し
出
し
抽
せ
ん
会

a
３
月
２
日
㈮
、
午
後
７
時
か
ら
受

付
。
７
時
３０
分
か
ら
抽
せ
ん　

d
市

民
球
場
会
議
室　

g
６
月
の
日
曜
日

分
の
抽
せ
ん　

f
「
ま
ん
ま
る
よ
や

く
」
に
登
録
し
て
い
る
越
谷
市
内
の

チ
ー
ム　

h
使
用
料
は
使
用
日
の
翌

月
に
「
ま
ん
ま
る
よ
や
く
」
の
登
録

口
座
か
ら
振
り
替
え
（
江
戸
川
広
域

７
面
へ
続
く

運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
抽
せ
ん
日

に
支
払
い
）
に
な
り
ま
す　

c
「
ま

ん
ま
る
よ
や
く
」
の
登
録
カ
ー
ド
。

未
登
録
団
体
は
事
前
に
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
で
登
録
が
必
要
で
す　

b
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
４

□
越
谷
市
民
ま
つ
り
実
行
団
体

g
秋
に
開
催
予
定
の
越
谷
市
民
ま
つ

り
に
参
加
希
望
の
実
行
団
体
を
募
集

　

f
会
議
に
参
加
し
、
事
業
の
提
案

が
で
き
る
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い

団
体
（
個
人
グ
ル
ー
プ
・
学
生
団
体

な
ど
も
可
）　

e
２
月
２９
日
㈬
ま
で

に
左
記
へ　

b
越
谷
市
民
ま
つ
り
実

行
委
員
会
事
務
局（
産
業
支
援
課
内
）

☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

□
勤
労
者
住
宅
資
金
の
貸
し
付
け

g
▽
住
宅
の
新
増
改
築
、
宅
地
・
マ

ン
シ
ョ
ン
（
中
古
可
）
購
入
…
貸
付

限
度
額
は
１
０
０
０
万
円
。
貸
付
利

率
は
変
動
金
利
１
・
８
０
５
％
、
固

定
金
利
３
年
２
・
３
４
０
％
、
５
年

２
・
５
９
０
％
（
１２
月
現
在
）。
貸

付
期
間
は
３０
年
以
内
。
担
保
は
貸
付

対
象
物
件
を
一
番
抵
当
（
公
的
住
宅

融
資
を
併
用
す
る
場
合
は
後
順
位

可
）。
な
お
固
定
金
利
は
労
働
金
庫

と
の
取
引
状
況
に
よ
り
さ
ら
に
優
遇

　

▽
住
宅
の
修
繕
お
よ
び
補
修
…
貸

付
限
度
額
は
３
０
０
万
円
。
貸
付
利

率
は
固
定
金
利
２
・
６
５
５
％
（
１２

月
現
在
）。
貸
付
期
間
は
１０
年
以
内
。

無
担
保　

f
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方
。①
市
内
に
住
所
の
あ
る
勤
労

者
ま
た
は
市
内
に
居
住
予
定
の
勤
労

者　

②
同
一
事
業
所
に
引
き
続
き
２

年
以
上
勤
務
し
て
い
る
方　

③
現
居

住
地
の
市
（
区
）
町
村
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
方　

④
原
則
、
２０
歳
〜
５５

歳
の
方　

⑤
資
金
の
返
済
能
力
が
あ

る
方　

⑥
こ
の
資
金
に
よ
る
貸
し
付

け
を
受
け
て
い
な
い
方　

e
２
月
１３

日
㈪
〜
２９
日
㈬　

b
建
築
住
宅
課
☎

９
６
３
＝
９
２
０
５

□
文
化
振
興
基
金
助
成
事
業

g
４
月
〜
７
月
に
実
施
す
る
芸
術
文

化
の
振
興
、
伝
統
文
化
の
継
承
・
保

存
等
の
活
動
経
費
の
２
分
の
１
以
内

（
上
限
２５
万
円
）
を
助
成　

f
県
内

の
ア
マ
チ
ュ
ア
文
化
団
体　

e
２
月

１
日
㈬
〜
２
月
２２
日
㈬
に
事
業
計
画

書
（
県
文
化
振
興
課
で
配
布
の
ほ
か

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
可
）
を

郵
送
で
左
記
へ　

b
埼
玉
県
文
化
振

興
課
（
〠
３３０
＝
９
３
０
１
さ
い
た
ま

市
浦
和
区
高
砂
３
の
１５
の
１
）☎
０

４
８
＝
８
３
０
＝
２
８
８
４

□
防
災
行
政
無
線
試
験
放
送
を
実
施

a
g
２
月
６
日
㈪
〜
９
日
㈭
、
午
前

８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
。
放
送
内
容

は
次
の
と
お
り
。「
こ
ち
ら
は
防
災

こ
し
が
や
で
す
。
た
だ
今
か
ら
試
験

放
送
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
で
試
験
放

送
を
終
わ
り
ま
す
」　

b
危
機
管
理

課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
５

□
越
谷
市
民
プ
ー
ル
一
部
利
用
休
止

a
g
２
月
１２
日
㈰
〜
１４
日
㈫
の
第
１

公
開
（
正
午
）
ま
で
。
温
水
供
給
停

止
の
た
め
温
水
プ
ー
ル
が
利
用
不

可
。
そ
れ
以
外
は
平
常
ど
お
り
ご
利

用
可
（
た
だ
し
、
２
月
１２
日
㈰
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
シ
ャ
ワ
ー
室

は
利
用
不
可
）　

b
越
谷
市
民
プ
ー

ル
☎
９
９
２
＝
６
６
０
２

□
ゆ
り
の
き
荘
の
お
風
呂
利
用
休
止

a
g
２
月
１２
日
㈰
。
温
水
供
給
停
止

の
た
め　

b
ゆ
り
の
き
荘
☎
９
９
２

＝
６
６
０
１

□
サ
ン
シ
テ
ィ
大
ホ
ー
ル
利
用
休
止

a
g
平
成
２５
年
２
月
１
日
㈮
〜
２
月

２８
日
㈭
。
施
設
改
修
工
事
の
た
め　

b
サ
ン
シ
テ
ィ
☎
９
８
５
＝
１
１
１

１□
事
業
所
の
方
へ　

平
成
２４
年
経
済

　

セ
ン
サ
ス
調
査
票
を
回
収
し
ま
す

g
２
月
上
旬
か
ら
、
埼
玉
県
知
事
任

命
の
調
査
員
証
を
着
用
し
た
調
査
員

が
、
調
査
票
の
配
布
・
回
収
に
伺
っ

て
い
ま
す
。
調
査
票
は
、
統
計
以
外

の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す　

b
情
報

統
計
課
☎
９
６
３
＝
９
１
２
１

□
電
子
申
請
利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

　

ン
a
２
月
１３
日
㈪
〜
１７
日
㈮　

d
本
庁

舎
１
階
ロ
ビ
ー　

g
電
子
申
請
の
操

作
体
験
な
ど
。
電
子
申
請
・
届
出
サ

ー
ビ
ス
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
、
自
宅
や
職
場
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
い
つ
で
も
申
請
・
届
出
を
す
る

こ
と
が
出
来
る
シ
ス
テ
ム
で
す　

b

情
報
統
計
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１
６

　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
と

し
て
太
陽
光
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
利
用
を
推
進
し
、
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
国
の
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
基
金
を
活
用
し
、
児
童
館
ヒ

マ
ワ
リ
に
太
陽
光
発
電
設
備
（
５
㌔
・

㍗
）
と
断
熱
フ
ィ
ル
ム
（
１９
・
９
平
方

㍍
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

b
環
境
政
策
課
９
６
３
＝
９
１
８
３

　

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た

め
、
市
と
協
働
し
て
女
性
の
自
立

支
援
事
業
を
実
施
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
の
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

〈
対
象
〉　

次
の
１
ま
た
は
２
の
①
〜

③
の
す
べ
て
を
実
施
す
る
団
体
（
営

利
・
政
治
・
宗
教
活
動
を
目
的
と
す

る
団
体
を
除
く
）

１
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

関
連
事
業
…
①
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
情
報
提
供
お
よ
び
地
域
の
方

が
参
加
で
き
る
講
座
の
開
催　

②
女

性
の
自
立
に
必
要
な
能
力
向
上
に
関

す
る
講
座
の
開
催　

③
女
性
の
自
立

支
援
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
の
開
催

２
相
談
関
連
事
業
…
①
女
性
の
自

立
支
援
に
関
す
る
相
談　

②
自
立

を
求
め
る
女
性
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ　

③
自
立
に
必
要
な
手
続
き
の

補
助
や
関
係
機
関
へ
の
付
き
添
い

〈
事
業
実
施
期
間
〉　

４
月
１
日
〜

平
成
２５
年
３
年
３１
日

〈
助
成
額
〉　

事
業
経
費
の
一
部

（
人
件
費
、
事
務
費
等
）
を
助
成

〈
申
込
み
〉　

２
月
１
日
㈬
〜
２４
日

㈮
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
に

人
権
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課

（
第
二
庁
舎
３
階
）
で
応
募
用
紙

を
配
布
し
、
受
付

b
人
権
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課

☎
９
６
３
＝
９
１
１
３

　

場
所
・
申
込
み
・
問
合
せ
先
は

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
９
７
０
＝
７
４
１
１
）
で
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
防
災
に
女
性
の
視
点
を
！
」

a
２
月
２２
日
㈬
、
午
後
１
時
３０
分

〜
４
時　

g
地
域
防
災
に
女
性
の

視
点
を
盛
り
込
む
具
体
策
を
パ
ネ

リ
ス
ト
と
考
え
る
。
講
師
は
大
学
非

常
勤
講
師
の
皆
川
満
寿
美
さ
ん
と
埼

玉
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

事
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
瀬
山
紀

子
さ
ん　

f
５０
人

パ
ー
ト
、派
遣
で
働
く
女
性
の
た
め

の
法
律
講
座

a
２
月
２９
日
㈬
、
午
後
１
時
３０
分
〜

３
時
３０
分　

g
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

法
・
労
働
者
派
遣
法
な
ど
。
講
師
は

特
定
社
会
保
険
労
務
士
の
菊
地
昭
子

さ
ん　

f
５０
人

青
少
年
の
性
と
人
権
尊
重
に
関
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
大
人
た
ち
よ

目
を
そ
ら
さ
な
い
で

a
３
月
３
日
㈯
、
午
後
１
時
〜
３

時
３０
分　

g
テ
ー
マ
は
「
１０
代
の

デ
ー
ト
事
情
あ
れ
こ
れ
」
〜
そ
れ

っ
て
恋
愛
？
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
？
〜
。

講
師
は
元
養
護
教
諭
で
金
八
先
生

養
護
教
諭
モ
デ
ル
の
高
橋
裕
子
さ

ん　

f
７０
人

　

越
谷
市
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所「
し
ら
こ
ば
と
」の
就
労
移
行

支
援
事
業
お
よ
び
就
労
継
続
支
援
事

業
Ｂ
型
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

〈
訓
練
時
間
〉　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時
３０
分（
土
曜
・
日
曜
日
、祝
日
、年
末

年
始
を
除
く
）

〈
対
象
〉　

次
の
①
②
に
該
当
す
る
方

若
干
名
。①
主
に
知
的
障
が
い
の
あ

る
方
で
、単
独
通
所
が
可
能
な
１８

歳
〜
６４
歳
の
方　

②
一
般
就
労
を

目
指
し
、就
労
に
必
要
な
知
識
や

技
術
の
習
得
、職
場
探
し
な
ど
に

つ
い
て
支
援
が
必
要
な
方　

〈
申
込
み
〉　

２
月
１０
日
㈮
ま
で
に

左
記
へ
。個
人
面
談（
保
護
者
同

伴
）、選
考
実
習（
６
日
間
）を
行

い
、入
所
を
決
定
し
ま
す

b
越
谷
市
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
し
ら
こ
ば
と
☎
９
６
５

＝
６
５
４
１

グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
を

活
用
し
、太
陽
光
発
電
設
備
等
を
設
置

募
集

公用車への掲載広告募集

　市では、自主財源の確保と地域経済の活性
化を図るため、公用車に掲載する有料広告を
募集します。
〈掲載車両〉　ワンボックス型バン１台、ボン
ネット型バン５台、ワンボックス型ワゴン１
台
〈掲載規格〉　車両の両側各１㎡以内
〈掲載期間〉　４月～１０月に掲載開始の場合
は、年度内の６カ月以上の期間。１１月～３月
に掲載開始の場合は、年度内の３月３１日まで
の期間
〈掲 載 料〉　１台につき１カ月５０００円
〈申 込 み〉　２月１日㈬から随時受付。広告
掲載申込書に広告の原稿と掲載位置図を添え
て直接総務管理課（本庁舎２階）へ。詳しく
は、市ホームページをご覧ください
B総務管理課☎９６３－９１３４

ボンネット型バン

児童館ヒマワリのクリスマス会

能力向上（パソコン）講座

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ほ
っ
と
越
谷
」
の
講
座

就
労
を
目
指
す
障
が
い
者
の
方
へ

し
ら
こ
ば
と
利
用
者
募
集

女
性
の
自
立
支
援
事
業
を
行
う
団
体
募
集

事
業
費
を
助
成
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面
に
も
看
護
師
募
集
の
お
知
ら

せ
が
あ
り
ま
す
。

□
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

g
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
お
よ
び
軽

ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指
導
な
ど
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
・

促
進
事
業
を
実
施
。
任
期
は
４
月
１

日
〜
平
成
２６
年
３
月
３１
日
。
報
酬
は

日
額
５
５
０
０
円
、
費
用
弁
償
は
日

額
２
５
０
０
円　

f
市
内
在
住
の
２０

歳
以
上
５５
歳
未
満（
４
月
１
日
現
在
）

の
方
で
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
経
験
者
ま
た
は
実
技
指
導
の

経
験
者
若
干
名
（
市
の
ほ
か
の
審
議

会
の
公
募
委
員
等
を
除
く
）
e
２

月
１７
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
市
販
の

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
へ
（
郵
送
可
）。
面
接

に
よ
り
選
考
。
応
募
書
類
は
返
却
し

ま
せ
ん　

b
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
９

６
３
＝
９
２
８
４

□
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

　

委
員
お
よ
び
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

▽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

委
員
…
g
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題

研
究
・
調
査
、
消
費
者
へ
の
啓
発
事

業
を
実
施
。
任
期
は
委
嘱
日
〜
平
成

２６
年
３
月
３１
日
。
謝
礼
は
年
間
３
万

円　

f
市
内
在
住
の
１８
歳
以
上
（
４

月
１
日
現
在
）
の
方
で
、
奇
数
月
第

２
木
曜
日
開
催
の
定
例
会
に
参
加
で

き
る
方
若
干
名
（
公
務
員
を
除
く
）

▽
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
…
g
食
品
表

示
お
よ
び
価
格
調
査
に
関
す
る
情
報

や
意
見
な
ど
を
毎
月
提
出
。
任
期
は

委
嘱
日
〜
平
成
２６
年
３
月
３１
日
。
謝

礼
は
年
間
１
万
２
０
０
０
円　

f
市

内
在
住
の
１８
歳
以
上
（
４
月
１
日
現

在
）
の
方
２０
人
（
公
務
員
を
除
く
）

申
込
み
は
、
い
ず
れ
も
２
月
２４
日
㈮

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
職
業
・
応

募
理
由
（
２
０
０
字
以
内
）
を
記
入

し
左
記
へ
（
郵
送
可
）
b
く
ら
し

安
心
課
（
〠
３４３
＝
０
８
１
３
越
ヶ
谷

４
の
１
の
１
中
央
市
民
会
館
４
階
）

☎
９
６
３
＝
９
１
５
６

□
青
少
年
相
談
員

g
子
ど
も
の
成
長
を
助
け
る
青
年
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
。
地
域
の
お
兄
さ
ん
・

お
姉
さ
ん
と
し
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
。
任
期
は
４
月
１
日
〜
平
成
２６

年
３
月
３１
日　

f
市
内
在
住
・
在

学
・
在
勤
で
１８
歳
以
上
３６
歳
以
下

（
４
月
１
日
現
在
）
の
方　

e
２
月

１５
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
青
少
年
課
へ

＊
申
込
み
締
め
切
り
後
も
随
時
受
付

b
青
少
年
課
☎
９
６
３
＝
９
３
０
８

□
越
谷
市
ふ
る
さ
と
い
き
も
の
調
査

市
民
調
査
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

g
自
宅
周
辺
や
散
歩
道
沿
い
な
ど
の

動
植
物
の
調
査
を
行
い
、
月
に
一
度

報
告
書
を
提
出
。
任
期
は
４
月
１
日

〜
平
成
２５
年
３
月　

f
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
で
自
然
観
察
に
興
味
の

あ
る
小
学
生
以
上
の
方
３
０
０
人　

e
２
月
２９
日
㈬
ま
で
に
申
込
書
を
郵

送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
環
境
政
策
課

へ
。
申
込
書
は
環
境
政
策
課
（
第
二

庁
舎
２
階
）、
各
地
区
セ
ン
タ
ー
で

配
付
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
印
刷
可　

b
環
境
政
策
課
☎
９
６

３
＝
９
１
８
３

□
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

g
書
架
整
理
、
資
料
配
架
・
修
理
、

予
約
本
の
収
集　

f
図
書
館
利
用
券

を
お
持
ち
の
１６
歳
以
上
の
方
で
週
１

回
（
２
時
間
程
度
）
以
上
活
動
可
能

な
方
。
左
記
①
ま
た
は
②
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座
の
受
講
が
必
要
で
す
。

①
３
月
１
日
㈭
・
１５
日
㈭
、
午
後
２

時
３０
分
〜
４
時
３０
分　

②
３
月
３
日

㈯
・
１７
日
㈯
、
午
後
２
時
３０
分
〜
４

時
３０
分
。
会
場
は
い
ず
れ
も
市
立
図

書
館　

e
２
月
２３
日
㈭
ま
で
に
直
接

左
記
へ　

b
市
立
図
書
館
☎
９
６
５

＝
２
６
５
５

□
自
衛
官

g
f
①
一
般
幹
部
候
補
生
…
大
卒

（
見
込
み
可
）
で
２５
歳
ま
で
の
方　

②
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）
…
１８
歳

以
上
３４
歳
未
満
の
方　

e
①
は
２
月

１
日
㈬
〜
４
月
２７
日
㈮
、②
は
４
月

４
日
㈬
ま
で
に
左
記
へ　

b
自
衛
隊

朝
霞
地
域
事
務
所
☎
０
４
８
＝
４
６

６
＝
４
４
３
５

□
野
球
場
貸
し
出
し
抽
せ
ん
会

a
３
月
２
日
㈮
、
午
後
７
時
か
ら
受

付
。
７
時
３０
分
か
ら
抽
せ
ん　

d
市

民
球
場
会
議
室　

g
６
月
の
日
曜
日

分
の
抽
せ
ん　

f
「
ま
ん
ま
る
よ
や

く
」
に
登
録
し
て
い
る
越
谷
市
内
の

チ
ー
ム　

h
使
用
料
は
使
用
日
の
翌

月
に
「
ま
ん
ま
る
よ
や
く
」
の
登
録

口
座
か
ら
振
り
替
え
（
江
戸
川
広
域

運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
抽
せ
ん
日

に
支
払
い
）
に
な
り
ま
す　

c
「
ま

ん
ま
る
よ
や
く
」
の
登
録
カ
ー
ド
。

未
登
録
団
体
は
事
前
に
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
で
登
録
が
必
要
で
す　

b
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
４

□
越
谷
市
民
ま
つ
り
実
行
団
体

g
秋
に
開
催
予
定
の
越
谷
市
民
ま
つ

り
に
参
加
希
望
の
実
行
団
体
を
募
集

　

f
会
議
に
参
加
し
、
事
業
の
提
案

が
で
き
る
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い

団
体
（
個
人
グ
ル
ー
プ
・
学
生
団
体

な
ど
も
可
）　

e
２
月
２９
日
㈬
ま
で

に
左
記
へ　

b
越
谷
市
民
ま
つ
り
実

行
委
員
会
事
務
局（
産
業
支
援
課
内
）

☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

□
勤
労
者
住
宅
資
金
の
貸
し
付
け

g
▽
住
宅
の
新
増
改
築
、
宅
地
・
マ

ン
シ
ョ
ン
（
中
古
可
）
購
入
…
貸
付

限
度
額
は
１
０
０
０
万
円
。
貸
付
利

率
は
変
動
金
利
１
・
８
０
５
％
、
固

定
金
利
３
年
２
・
３
４
０
％
、
５
年

２
・
５
９
０
％
（
１２
月
現
在
）。
貸

付
期
間
は
３０
年
以
内
。
担
保
は
貸
付

対
象
物
件
を
一
番
抵
当
（
公
的
住
宅

融
資
を
併
用
す
る
場
合
は
後
順
位

可
）。
な
お
固
定
金
利
は
労
働
金
庫

と
の
取
引
状
況
に
よ
り
さ
ら
に
優
遇

　

▽
住
宅
の
修
繕
お
よ
び
補
修
…
貸

付
限
度
額
は
３
０
０
万
円
。
貸
付
利

率
は
固
定
金
利
２
・
６
５
５
％
（
１２

月
現
在
）。
貸
付
期
間
は
１０
年
以
内
。

無
担
保　

f
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方
。①
市
内
に
住
所
の
あ
る
勤
労

者
ま
た
は
市
内
に
居
住
予
定
の
勤
労

者　

②
同
一
事
業
所
に
引
き
続
き
２

年
以
上
勤
務
し
て
い
る
方　

③
現
居

住
地
の
市
（
区
）
町
村
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
方　

④
原
則
、
２０
歳
〜
５５

歳
の
方　

⑤
資
金
の
返
済
能
力
が
あ

る
方　

⑥
こ
の
資
金
に
よ
る
貸
し
付

け
を
受
け
て
い
な
い
方　

e
２
月
１３

日
㈪
〜
２９
日
㈬　

b
建
築
住
宅
課
☎

９
６
３
＝
９
２
０
５

□
文
化
振
興
基
金
助
成
事
業

g
４
月
〜
７
月
に
実
施
す
る
芸
術
文

化
の
振
興
、
伝
統
文
化
の
継
承
・
保

存
等
の
活
動
経
費
の
２
分
の
１
以
内

（
上
限
２５
万
円
）
を
助
成　

f
県
内

の
ア
マ
チ
ュ
ア
文
化
団
体　

e
２
月

１
日
㈬
〜
２
月
２２
日
㈬
に
事
業
計
画

書
（
県
文
化
振
興
課
で
配
布
の
ほ
か

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
可
）
を

郵
送
で
左
記
へ　

b
埼
玉
県
文
化
振

興
課
（
〠
３３０
＝
９
３
０
１
さ
い
た
ま

市
浦
和
区
高
砂
３
の
１５
の
１
）☎
０

４
８
＝
８
３
０
＝
２
８
８
４

□
防
災
行
政
無
線
試
験
放
送
を
実
施

a
g
２
月
６
日
㈪
〜
９
日
㈭
、
午
前

８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
。
放
送
内
容

は
次
の
と
お
り
。「
こ
ち
ら
は
防
災

こ
し
が
や
で
す
。
た
だ
今
か
ら
試
験

放
送
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
で
試
験
放

送
を
終
わ
り
ま
す
」　

b
危
機
管
理

課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
５

□
越
谷
市
民
プ
ー
ル
一
部
利
用
休
止

a
g
２
月
１２
日
㈰
〜
１４
日
㈫
の
第
１

公
開
（
正
午
）
ま
で
。
温
水
供
給
停

止
の
た
め
温
水
プ
ー
ル
が
利
用
不

可
。
そ
れ
以
外
は
平
常
ど
お
り
ご
利

用
可
（
た
だ
し
、
２
月
１２
日
㈰
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
シ
ャ
ワ
ー
室

は
利
用
不
可
）　

b
越
谷
市
民
プ
ー

ル
☎
９
９
２
＝
６
６
０
２

□
ゆ
り
の
き
荘
の
お
風
呂
利
用
休
止

a
g
２
月
１２
日
㈰
。
温
水
供
給
停
止

の
た
め　

b
ゆ
り
の
き
荘
☎
９
９
２

＝
６
６
０
１

□
サ
ン
シ
テ
ィ
大
ホ
ー
ル
利
用
休
止

a
g
平
成
２５
年
２
月
１
日
㈮
〜
２
月

２８
日
㈭
。
施
設
改
修
工
事
の
た
め　

b
サ
ン
シ
テ
ィ
☎
９
８
５
＝
１
１
１

１□
事
業
所
の
方
へ　

平
成
２４
年
経
済

　

セ
ン
サ
ス
調
査
票
を
回
収
し
ま
す

g
２
月
上
旬
か
ら
、
埼
玉
県
知
事
任

命
の
調
査
員
証
を
着
用
し
た
調
査
員

が
、
調
査
票
の
配
布
・
回
収
に
伺
っ

て
い
ま
す
。
調
査
票
は
、
統
計
以
外

の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す　

b
情
報

統
計
課
☎
９
６
３
＝
９
１
２
１

□
電
子
申
請
利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

　

ン
a
２
月
１３
日
㈪
〜
１７
日
㈮　

d
本
庁

舎
１
階
ロ
ビ
ー　

g
電
子
申
請
の
操

作
体
験
な
ど
。
電
子
申
請
・
届
出
サ

ー
ビ
ス
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
、
自
宅
や
職
場
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
い
つ
で
も
申
請
・
届
出
を
す
る

こ
と
が
出
来
る
シ
ス
テ
ム
で
す　

b

情
報
統
計
課
☎
９
６
３
＝
９
１
１
６

６
面
か
ら
続
き

市
民
音
楽
祭　
　
　
　
（
草
加
市
）

a
g
２
月
１９
日
㈰
…
吹
奏
楽
。
２６

日
㈰
…
器
楽
。
３
月
４
日
㈰
…
合

唱
。
い
ず
れ
も
午
後
１
時
開
演　

d
草
加
市
文
化
会
館　

b
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
９
２
２
＝
２

９
６
８

企
画
展
「
八
潮
の
古
道　

下
妻
街

道
と
地
域
の
歴
史
」　　
（
八
潮
市
）

a
１
月
３１
日
㈫
〜
３
月
１７
日
㈯
、

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

d
資

料
館
企
画
展
示
室　

g
下
妻
街
道

を
中
心
に
八
潮
の
歴
史
を
紹
介　

b
資
料
館
☎
９
９
７
＝
６
６
６
６

公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
吉
川
市
）

a
３
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
、
３
日
は

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
、
４
日
は
午

前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時　

d
中
央

公
民
館　

g
展
示
、
模
擬
店
、
体
験

コ
ー
ナ
ー
ほ
か　

b
中
央
公
民
館
☎

９
８
１
＝
１
２
３
１

ふ
る
さ
と
寄
席　
　
　
　
（
松
伏
町
）

a
３
月
１１
日
㈰
、
午
後
２
時
開
演　

d
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ　

g
出

演
は
笑
福
亭
仁
鶴
、
松
旭
斎
小
天
正
、

笑
福
亭
仁
昇
、
笑
福
亭
扇
平　

h
大

人
２
０
０
０
円
、
高
校
生
以
下
１
０

０
０
円
。
発
売
中　

b
田
園
ホ
ー

ル
・
エ
ロ
ー
ラ
☎
９
９
２
＝
１
０

０
１
・
１
３
２
１

三
郷
市
文
化
協
会
祭　
（
三
郷
市
）

▽
文
化
会
館
…
絵
画
・
俳
句
２
月

２３
日
㈭
〜
２６
日
㈰
、
日
本
舞
踊
２５

日
㈯
、
華
道
２５
日
㈯
・
２６
日
㈰
、

民
謡
民
舞
・
吟
詠
２６
日
㈰
。
時
間

は
お
お
む
ね
午
前
１０
時
〜
午
後
４

時
（
詳
し
く
は
問
合
せ
）。
式
典

は
２６
日
㈰
、
午
後
１
時
〜　

▽
東

和
東
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
…
囲
碁

将
棋
２５
日
㈯
・
２６
日
㈰
、
午
前
９

時
３０
分
〜
午
後
５
時　

▽
鷹
野
文

化
セ
ン
タ
ー
…
茶
道
２６
日
㈰
、
午

前
１０
時
〜
午
後
４
時　

b
市
民
活

動
支
援
課
☎
９
３
０
＝
７
７
１
４

お
知
ら
せ

利
用
す
る

〈募集農園・人数〉

農園名（所在地）

千間台西いきいき農園
（千間台西５-１９-３）

大吉いきいき農園
（大吉７０３-１）

宮本町いきいき農園
（宮本町３-１２３）

川柳町第２いきいき農園
（川柳町１-５８６-１）

面積
㎡

募集人数
（補欠者※）

24 1
（5）

20 （4）

20 （3）

20 （6）

No

1

2

3

4

A…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ〠343-8501　越ヶ谷4-2-1越谷市役所

と
な
り
ま
ち

　景観写真コンクー
ルへの多数のご応募
ありがとうございま
した。審査の結果、受賞者が決定しま
したのでお知らせします。
〈受 賞 者〉
最優秀賞…豊田己八さん（大成町）
優秀賞…大沢誠さん（伊原）、
　　　　島根淑江さん（東越谷）、
　　　　平山敏明さん（南越谷）
ほか入選５人の方々に決定しました。
〈作品展示〉
応募作品は、２月２０日（月）～２４日
（金）午後３時まで本庁舎１階ロビー
に展示します

　市では、高齢者の生きがい対策として農
園を無償でお貸ししています。
〈対　　象〉　市内在住の６０歳以上の方。
駐車場はありません（大吉いきいき農園を
除く）。水をご自分で持参できる方。（ほか
のいきいき農園や市民農園をご利用中の方
およびその世帯の方は申込み不可）
〈貸出期間〉　平成２４年３月１日～平成２７
年１月

※カッコ内は補欠者の募集人数。No２・３・４
の農園は現在利用者がいるため、空き区画
ができしだい、補欠の当選順にご案内します

〈申込み〉　２月１４日（火）までに往復は
がきの往信面に郵便番号・住所・氏名・電
話番号・希望農園名、返信面のあて先に郵
便番号・住所・氏名を記入し高齢介護課へ。
２月２７日（月）、午前１０時３０分から第二庁
舎５階の会議室Ａで公開抽せんを行います
（参加自由。結果は全員にお知らせします）
b高齢介護課☎９６３－９３０５

最優秀賞「光芒」豊田己八さん

　

市
内
の
外
国
人
登
録
者
の
数
は
、

平
成
２３
年
１２
月
末
現
在
で
４
３
９
９

人
。
市
内
人
口
の
１
％
以
上
を
外
国

人
が
占
め
て
い
る
。

　

中
央
市
民
会
館
５
階
に
は
、
越
谷

市
国
際
交
流
協
会
（
学
生
や
社
会
人

で
構
成
さ
れ
会
員
数
約
４
５
０
人
）

の
事
務
局
が
入
る
。

　

協
会
は
、市
と
と
も
に
姉
妹
都
市

キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市（
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
）と
の
使
節
団
の
派
遣
・
受
入

等
の
都
市
交
流
を
行
う
。ま
た
、市
内

の
外
国
人
が
日
本
語
や
日
本
文
化
を

学
ぶ「
に
ほ
ん
ご
ひ
ろ
ば
」や
市
民
が

外
国
人
と
一
緒
に
観
光
地
な
ど
を
巡

る「
青
少
年
国
際
交
流
バ
ス
ツ
ア
ー
」

等
の
地
域
交
流
も
行
っ
て
い
る
。

　

専
務
理
事
の
関
根
賢
一
さ
ん
は

「
協
会
は
設
立
後
、
市
と
と
も
に
海

外
と
の
交
流
の
中
心
的
な
役
割
を
担

っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
市
内
で

生
活
す
る
外
国
人
が
増
え
た
た
め
、

外
国
人
と
日
本
人
が
と
も
に
暮
ら
す

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
の
担
い

手
と
し
て
の
役
割
が
、
大
き
く
な
っ

て
き
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

外
国
人
の
増
加
に
伴
い
、
市
内
の

小
・
中
学
校
で
は
、
外
国
人
の
児
童
・

生
徒
が
通
う
姿
も
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
日
本
語
が
得
意
で
は
な
い

児
童
・
生
徒
も
い
る
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
日
本
語
学

習
な
ど
の
支
援
を
行
う
た
め
、
日
本

語
指
導
員
を
学
校
に
派
遣
し
て
い

る
。
協
会
で
も
交
流
事
業
で
築
い
た

人
脈
を
生
か
し
、
外
国
語
が
た
ん
の

う
な
人
材
に
声
を
か
け
る
な
ど
の
協

力
を
行
う
。

　
「
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
行
政
と
の

協
働
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
外
国
人

が
抱
え
る
悩
み
や
求
め
る
支
援
な
ど

は
協
会
で
把
握
で
き
ま
す
が
、
制
度

や
枠
組
み
は
行
政
が
作
り
ま
す
。
協

会
は
、
外
国
人
と
行
政
を
つ
な
ぐ
役

割
も
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
」
と
関
根
さ
ん
。

　

市
民
約
７４
人
に
１
人
が
外
国
人
の

越
谷
市
。
国
籍
や
民
族
に
か
か
わ
ら

ず
誰
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

に
、
協
会
が
担
う
役
割
は
大
き
い
。

10

「
越
谷
市
国
際
交
流
協
会
」

文化交流ができる多文
化体験フェスタ（協会
主催）

いきいき農園利用者募集
越谷市景観写真コンクール

～受賞者・作品展示～

第２回

B都市計画課☎９６３－９２２１

き　はち



□〝
森
の
妖
精
〞の
愛
称
で
親
し
ま
れ

る
日
本
一
の
節
分
草
群
生
地
見
学

バ
ス
ツ
ア
ー

a
３
月
７
日
㈬
〜
８
日
㈭　

g
１
泊

２
日
で
節
分
草
園
・
神
怡
舘
見
学
の

ほ
か
、
そ
ば
打
ち
・
こ
ん
に
ゃ
く
作

り
体
験
。
宿
泊
は
国
民
宿
舎
「
両
神

荘
」（
小
鹿
野
町
）。
夕
食
時
に
小
鹿

野
伝
統
芸
能
の
「
秩
父
屋
台
囃
子
」

を
楽
し
め
ま
す　

f
市
内
在
住
の
方

４５
人　

h
１
人
９
５
０
０
円　

e
２

月
１５
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
、
は
が

き
に
全
員
（
１
枚
に
４
人
ま
で
）
の

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
し
左
記

へ
。
応
募
者
多
数
の
場
合
、
２
月
１７

日
㈮
、
午
後
２
時
か
ら
市
役
所
別
館

２
階
第
９
会
議
室
で
公
開
抽
せ
ん
。

結
果
は
代
表
者
に
通
知

＊
宿
泊
は
男
女
別
の
相
部
屋
。
バ
ス

の
座
席
は
指
定
。
１
日
目
の
昼
食

は
各
自
負
担

b
国
民
健
康
保
険
課
☎
９
６
３
＝
９

１
５
４

□
こ
し
が
や
観
光
ハ
イ
キ
ン
グ

〜
旧
奥
州
道
中
を
歩
き
、
女
体
神

社
を
訪
れ
る
〜

a
２
月
１７
日
㈮
、
午
前
９
時
に
新
越

谷
駅
１
階
西
出
口
集
合
。
午
後
０
時

３０
分
に
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅
解
散

予
定
（
小
雨
決
行
）　

g
智
泉
院
・

麦
塚
女
体
神
社
な
ど
を
巡
る　

f
２０

人　

h
バ
ス
代
１
７
０
円　

e
２
月

１３
日
㈪
、
午
前
９
時
か
ら
左
記
へ　

b
観
光
協
会
☎
９
６
６
＝
６
１
１
１

□
会
い
に
行
こ
う
！　

冬
鳥
に

a
２
月
１８
日
㈯
、
午
前
９
時
〜
１１
時

（
小
雨
決
行
）　

d
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
周

辺　

g
植
物
や
野
鳥
を
観
察
。
講
師

は
越
谷
市
自
然
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
指
導

員　

h
無
料　

c
双
眼
鏡
・
筆
記
用

具
等　

e
事
前
に
左
記
へ　

b
環
境

政
策
課
☎
９
６
３
＝
９
１
８
３

□
こ
し
が
や
文
化
芸
術
祭

a
g
２
月
１９
日
㈰
。
展
示
部
門
…
午

前
１０
時
〜
午
後
５
時
。
演
出
部
門
…

１
部
は
正
午
〜
午
後
０
時
２５
分
、
２

部
は
午
後
２
時
１０
分
〜
５
時
。
文
化

講
演
会
（
テ
ー
マ
は
「
心
に
響
く
箸

の
話
」。
講
師
は
日
本
箸
文
化
協
会

会
長
の
小
倉
朋
子
さ
ん
）
…
午
後
１

時
５
分
か
ら　

d
サ
ン
シ
テ
ィ
小
ホ

ー
ル
・
展
示
ホ
ー
ル　

h
無
料　

b

越
谷
市
文
化
連
盟
事
務
局
☎
９
６
６

＝
３
１
２
１
（
月
曜
・
水
曜
・
金
曜

日
、
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
）

□
市
展
（
越
谷
市
美
術
展
覧
会
）

a
２
月
１０
日
㈮
〜
１６
日
㈭
、
午
前
１０

時
〜
午
後
６
時（
１６
日
は
４
時
ま
で
）

　

d
中
央
市
民
会
館　

g
日
本
画
・

洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写
真
の

展
示　

h
無
料　

b
越
谷
市
美
術
展

覧
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
生
涯
学

習
課
内
）☎
９
６
３
＝
９
３
０
７

□
リ
ユ
ー
ス
展

a
２
月
１７
日
㈮
〜
２１
日
㈫
、
午
前
９

時
〜
午
後
４
時　

d
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ　

g
修
理
再
生
さ
れ
た
タ
ン

ス
・
食
器
棚
な
ど
約
１
５
０
点
を
販

売　

f
市
内
在
住
の
方
（
法
人
、
古

物
商
、
未
成
年
の
方
を
除
く
）　

e

会
場
で
配
布
す
る
申
込
票
に
記
入

（
１
人
１
点
ま
で
）。
結
果
は
は
が
き

で
通
知
。
落
札
品
の
配
達
は
で
き
ま

せ
ん　

b
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
月

曜
日
休
館
）☎
９
７
６
＝
５
３
７
１

□
赤
十
字
活
動
の
パ
ネ
ル
展
と
ビ
ー

ズ
ブ
ロ
ー
チ
づ
く
り
無
料
体
験

a
２
月
２８
日
㈫
〜
３
月
２
日
㈮
、
午

前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
（
初

日
は
正
午
か
ら
。
最
終
日
は
午
後
３

時
ま
で
）　

d
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

　

g
活
動
紹
介
パ
ネ
ル
展
示
。
ブ
ロ

ー
チ
作
り
体
験
は
午
後
１
時
〜
３
時

＊
赤
十
字
奉
仕
団
で
は
、
災
害
時
の

炊
出
し
訓
練
や
青
少
年
赤
十
字

（
小
・
中
学
校
）
と
の
交
流
を
行

う
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

b
越
谷
市
赤
十
字
奉
仕
団
・
北
條
☎

９
６
６
＝
３
６
５
６

□
大
間
野
町
旧
中
村
家
住
宅

　

お
ひ
な
さ
ま
つ
く
り

a
２
月
２５
日
㈯
、
午
後
１
時
３０
分
〜

４
時　

d
大
間
野
町
旧
中
村
家
住
宅

　

g
ひ
な
人
形
を
作
る
。
越
谷
市
郷

土
研
究
会
主
催　

f
小
学
生
と
保
護

者
８
組
（
抽
せ
ん
）　

h
２
０
０
円

　

e
２
月
２０
日
㈪
ま
で
に
左
記
へ　

b
生
涯
学
習
課
９
６
３
＝
９
３
１
５

□「
伝
統
文
化
を
体
験
し
よ
う
」

〜
節
分
や
お
節
句
な
ど
季
節
の
伝

統
行
事
を
体
験
し
な
が
ら
学
ぶ
〜

a
３
月
３
日
・
１０
日
・
１７
日
の
土
曜

日
、
午
前
１０
時
〜
正
午
（
全
３
回
）

d
大
間
野
町
旧
中
村
家
住
宅　

g
１

日
目
…
古
い
文
書
に
触
れ
て
保
存
す

る
。
２
日
目
…
古
い
文
字
を
読
む
。

３
日
目
…
古
い
文
字
を
使
う　

f
２０

人
（
抽
せ
ん
）　

h
無
料　

e
２
月

２４
日
㈮
ま
で
に
左
記
へ　

b
生
涯
学

習
課
９
６
３
＝
９
３
１
５

□
よ
く
わ
か
る
放
射
線
教
室

a
２
月
１１
日
㈷
・
１２
日
㈰
、
午
前
１１

時
〜
午
後
０
時
３０
分
、
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時　

d
科
学
技
術
体
験
セ
ン

タ
ー　

g
自
然
放
射
線
の
実
験
等
を

通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
放
射
線
を

正
し
く
理
解
す
る　

f
小
学
１
年
生

以
上
３２
人
（
小
学
３
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）　

h
無
料　

e
事
前
に

左
記
へ　

b
科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ

ー
☎
９
６
１
＝
７
１
７
１

□
た
の
し
く
学
ぶ
し
ら
こ
ば
と
教
室

a
①
２
月
１８
日
㈯
・
②
３
月
１７
日
㈯
、

午
前
１０
時
〜
正
午　

d
障
害
者
就
労

訓
練
施
設
し
ら
こ
ば
と　

g
①
ゲ
ー

ム
で
県
名
等
を
学
ぶ
。②
越
谷
い
ろ

は
か
る
た
で
郷
土
を
学
ぶ　

f
障
が

い
の
あ
る
１８
歳
以
上
の
方
１０
人　

h

無
料　

e
２
月
６
日
㈪
、
午
前
９
時

か
ら
左
記
へ　

b
就
労
訓
練
施
設
し

ら
こ
ば
と
☎
９
６
５
＝
６
５
９
４

□
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会

a
２
月
２６
日
㈰
、
午
後
１
時
３０
分
〜

４
時　

d
中
央
市
民
会
館　

g
ク
ラ

フ
ト
作
成　

f
市
内
在
住
・
在
勤
の

方　

h
３
０
０
円　

c
は
さ
み
・
２０

㌢
程
度
の
物
差
し　

e
b
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
指
導
者
協
議
会
・
川
村
☎

０
９
０
＝
９
０
１
９
＝
５
０
２
２

□
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ

a
２
月
２１
日
㈫
、
午
前
１０
時
〜
午
後

１
時　

d
東
彩
ガ
ス
㈱
彩
ラ
イ
フ
館

　

g
食
べ
物
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切

に
す
る
料
理
。
越
谷
市
環
境
推
進
市

民
会
議
・
越
谷
市
主
催　

f
２４
人　

h
材
料
代
５
０
０
円　

e
２
月
７
日

㈫
、
午
前
９
時
か
ら
費
用
を
添
え
て

左
記
へ　

b
環
境
政
策
課
（
第
二
庁

舎
２
階
）☎
９
６
３
＝
９
１
８
３

□
ユ
ネ
ス
コ
新
春
チ
ャ
リ
テ
ィ
茶
会

a
２
月
２６
日
㈰
、
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時　

d
こ
し
が
や
能
楽
堂　

h
２

０
０
０
円
（
お
茶
・
お
菓
子
・
弁
当

代
）　

e
当
日
会
場
へ　

b
越
谷
ユ

ネ
ス
コ
協
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課

内
）☎
９
６
３
＝
９
２
８
３

□
津
軽
三
味
線
・
尺
八
・
箏
・
シ
ン

セ
サ
イ
ザ
ー
で
綴
る〈
飛
翔
〜「
和

の
心
」
コ
ン
サ
ー
ト
〉

a
２
月
１９
日
㈰
、
午
後
２
時
開
演　

d
こ
し
が
や
能
楽
堂　

g
出
演
は
尺

八
・
箏
・
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
グ
ル

ー
プ
「
遙
」
ほ
か　

h
一
般
１
０
０

０
円
、
学
生
５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

　

e
能
楽
堂
・
中
央
市
民
会
館
ほ
か

で
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
中　

b
こ
し
が

や
能
楽
堂
☎
９
６
４
＝
８
７
０
０

□
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

a
２
月
２２
日
㈬
、
午
後
０
時
１５
分
〜

０
時
４５
分　

d
中
央
市
民
会
館　

g

出
演
は
デ
ュ
オ
・
ル
ク
レ
ー
ル
（
サ

ッ
ク
ス
＆
ピ
ア
ノ
）　

h
無
料　

e

当
日
会
場
へ　

b
中
央
市
民
会
館
☎

９
６
６
＝
６
６
２
２

□
消
防
音
楽
隊
定
期
演
奏
会

　
（
１１
面
消
防
の
お
知
ら
せ
に
掲
載
）

□
商
工
会
青
年
部
講
演
会

a
２
月
１８
日
㈯
、
午
前
１０
時
か
ら　

d
文
教
大
学
１
３
１
０
１
教
室　

g

テ
ー
マ
は
「
世
界
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
〜
伝
え
た
い
平
和
と
命
の
大
切
さ

〜
」。
講
師
は
戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
の

渡
部
陽
一
さ
ん
。
越
谷
市
後
援　

f

４
０
０
人　

h
無
料　

e
事
前
に
左

記
へ　

b
商
工
会
青
年
部
事
務
局
☎

９
６
６
＝
６
１
１
１

□
市
民
読
書
会
講
演
会

a
２
月
１８
日
㈯
、
午
後
１
時
３０
分
〜

３
時
３０
分　

d
市
立
図
書
館　

g
テ

ー
マ
は
「
秋
谷
豊
の
戦
後
詩
」。
講

師
は
森
川
晃
治
さ
ん　

f
６０
人　

h

無
料　

e
当
日
会
場
へ　

b
市
立
図

書
館
☎
９
６
５
＝
２
６
５
５

□
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

a
２
月
１８
日
㈯
、
午
後
２
時
〜
４
時

　

d
中
央
市
民
会
館　

g
各
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の
ま
ち
づ

く
り
事
例
発
表　

h
無
料　

e
当
日

会
場
へ　

b
越
谷
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
協
議
会
事
務
局
（
市
民
活
動
支

援
課
内
）☎
９
６
３
＝
９
１
５
３

□
聴
覚
お
し
ゃ
べ
り
会

a
２
月
１７
日
㈮
、
午
後
１
時
〜
３
時

　

d
こ
ば
と
館
（
中
央
市
民
会
館
１

階
）　

g
耳
の
聞
こ
え
が
悪
く
な
っ

た
方
の
情
報
交
換
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
方
法
の
説
明
や
質
問
受
付　

f
中
途
失
聴
・
難
聴
の
方　

h
無
料

　

e
２
月
１４
日
㈫
ま
で
に
左
記
へ　

b
越
谷
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
苞
☎
９
７
０
＝
９
３
９
３
、
D
９

７
９
＝
９
３
９
５

□
市
民
大
学
冬
季
金
曜
特
別
講
座

a
２
月
２４
日
㈮
、
午
前
１０
時
〜
正
午

　

d
中
央
市
民
会
館　

g
よ
く
生
き

　

よ
く
笑
い　

よ
き
死
と
出
会
う

（
講
師
は
上
智
大
学
名
誉
教
授
の
ア

ル
フ
ォ
ン
ス
・
デ
ー
ケ
ン
さ
ん
）　

f
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
、

市
内
で
活
動
す
る
方
１
０
０
人　

h

無
料　

e
当
日
会
場
へ　

b
生
涯
学

習
課
☎
９
６
３
＝
９
２
８
３

□
夜
間
パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー

g
a
ワ
ー
ド
基
礎
…
２
月
２０
日
㈪
〜

２３
日
㈭　

ワ
ー
ド
応
用
…
２
月
２７
日

㈪
〜
３
月
１
日
㈭　

エ
ク
セ
ル
基
礎

…
３
月
５
日
㈪
〜
８
日
㈭　

エ
ク
セ

ル
応
用
…
３
月
１２
日
㈪
〜
１５
日
㈭

い
ず
れ
も
午
後
６
時
〜
９
時　

d
産

業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
４
階　

f
市

内
在
住
の
求
職
者
・
勤
労
者
１０
人

（
同
じ
コ
ー
ス
の
再
受
講
は
不
可
）　

h
無
料　

e
２
月
８
日
㈬
、
午
前
８

時
３０
分
か
ら
左
記
へ　

b
産
業
支
援

課
☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

□
越
谷
市
地
域
福
祉
講
座

a
２
月
１８
日
㈯
・
１９
日
㈰
（
１８
日
は

午
前
９
時
１５
分
〜
正
午
・
午
後
１
時

〜
４
時
３０
分
。
１９
日
は
午
後
１
時
〜

４
時
３０
分
。
全
３
回
）　

d
文
教
大

学
１２
号
館
１
２
１
０
４
教
室　

g
テ

ー
マ
は
「
東
日
本
大
震
災
に
学
ぶ
」

〜
あ
の
時
、
越
谷
で
起
こ
っ
た
こ

と
。
文
教
大
学
・
県
立
大
学
の
学
生

が
市
内
の
施
設
・
個
人
を
対
象
に
行

っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
の
報
告
や
講

演
等　

f
６０
人　

e
事
前
に
左
記
へ

　

b
社
会
福
祉
課
☎
９
６
３
＝
９
３

２
０

□
応
急
手
当
講
習
会

　
（
１１
面
消
防
の
お
知
ら
せ
に
掲
載
）

□
介
護
保
険
住
宅
改
修
に
関
す
る

　

研
修
会

a
２
月
１６
日
㈭
、
午
後
１
時
３０
分
〜

４
時
３０
分　

d
中
央
市
民
会
館　

g

テ
ー
マ
は
「
超
高
齢
社
会
を
支
え
る

住
宅
改
修
の
役
割
」。
講
師
は
日
本

増
改
築
産
業
協
会
監
事
の
渡
邊
英
和

さ
ん　

f
介
護
保
険
住
宅
改
修
の
受

領
委
任
払
い
を
希
望
す
る
住
宅
施
工

業
者
と
居
宅
介
護
支
援
事
業
者　

h

無
料　

e
２
月
１０
日
㈮
ま
で
に
左
記

へ　

b
高
齢
介
護
課
☎
９
６
３
＝
９

１
６
９

□
就
職
支
援
パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　
（
１５
日
間
応
用
コ
ー
ス
④
）

a
２
月
１７
日
㈮
〜
３
月
８
日
㈭
（
土

曜
・
日
曜
日
を
除
く
）。
午
前
１０
時

〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時
の
１
日

５
時
間　

d
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ

ー
４
階　

g
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の

応
用　

f
市
内
在
住
で
全
日
程
参
加

で
き
る
就
職
活
動
中
の
方
１０
人
（
応

用
コ
ー
ス
①
②
③
受
講
者
を
除
く
）

　

h
無
料　

e
２
月
１０
日
㈮
、
午
前

８
時
３０
分
か
ら
左
記
へ　

b
産
業
支

援
課
☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

□
中
高
年
の
た
め
の
就
職
支
援
セ
ミ

　

ナ
ー

g
a
①
就
職
活
動
セ
ミ
ナ
ー
「
自
分

を
知
る
」「
自
分
を
ど
の
よ
う
に
売

り
込
む
か
」
…
３
月
１２
日
㈪
、
午
後

１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分　

②
パ
ソ
コ

ン
セ
ミ
ナ
ー
「
ワ
ー
ド
基
礎
と
エ
ク

セ
ル
基
礎
」
…
３
月
１３
日
㈫
〜
１４
日

㈬
ま
た
は
１５
日
㈭
〜
１６
日
㈮
、
午
前

１０
時
〜
午
後
４
時
（
②
の
み
の
申
込

み
は
不
可
）　

d
産
業
雇
用
支
援
セ

ン
タ
ー
４
階　

f
市
内
在
住
で
４５
歳

以
上
の
就
職
活
動
中
の
方
２０
人　

h

無
料　

e
２
月
１４
日
㈫
、
午
前
８
時

３０
分
か
ら
左
記
へ　

b
産
業
支
援
課

☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

□
女
性
の
た
め
の
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

a
３
月
７
日
㈬
、
午
前
９
時
〜
正
午

　

d
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
４
階

　

g
自
分
の
状
況
整
理
・
価
値
観
の

再
認
識
、
就
職
に
役
立
つ
方
法
等
を

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
で
学
ぶ　

f
市

内
在
住
で
就
職
を
希
望
す
る
女
性
３０

人
（
３
歳
〜
就
学
前
の
お
子
さ
ん
の

保
育
あ
り
。
要
予
約
）　

h
無
料　

e
２
月
１３
日
㈪
か
ら
左
記
へ
（
保
育

希
望
は
２
月
２８
日
㈫
ま
で
）　

b
産

業
支
援
課
☎
９
６
７
＝
４
６
８
０

□
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
二
番
館

　

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

a
３
月
７
日
㈬
、
午
後
６
時
〜
９
時

　

d
産
業
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
４
階

　

g
商
売
と
は
何
か
を
知
る
！
「
成

功
の
た
め
の
５
つ
の
習
慣
」
〜
事
業

を
継
続
す
る
た
め
に
何
を
す
る
？　

f
３０
人　

h
無
料　

e
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
メ
ー
ル
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
し

左
記
へ
（
電
話
可
）　

b
産
業
雇
用

支
援
セ
ン
タ
ー
二
番
館
☎
９
６
７
＝

２
４
２
４
、
D
９
６
７
＝
２
４
２

５
、
H nibankan@r9.dion.ne.jp

□
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

入
会
説
明
会

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

臨
時
・
短
期
的
な
就
業
を
希
望
す
る

会
員
を
毎
月
募
集
し
て
い
ま
す
。

f
市
内
在
住
の
６０
歳
代
の
女
性
で
掃

除
好
き
な
方
２０
人　

e
往
復
は
が
き

の
往
信
面
に
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
、
返
信
面

に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
左
記
へ
。

受
付
順
で
説
明
会
に
ご
案
内
（
記
載

不
備
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
）　

b
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
〠
３４３
＝
０

０
２
３
東
越
谷
１
の
５
の
６
）☎
９

６
７
＝
４
３
１
１

□
求
人
企
業
合
同
面
接
会

a
２
月
１０
日
㈮
、
午
後
１
時
〜
４
時

　

d
浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル
（
パ
ル
コ
１０
階
）

　

f
平
成
２４
年
３
月
大
学
・
短
大
・

専
門
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
方
（
１

〜
３
年
以
内
程
度
の
既
卒
者
も
参
加

可
）　

e
履
歴
書
を
複
数
お
持
ち
の

う
え
当
日
会
場
へ
。
参
加
企
業
は
埼

玉
県
雇
用
対
策
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す　

b
埼
玉
県

雇
用
対
策
協
議
会
☎
０
４
８
＝
６
４

７
＝
４
１
８
５

▼
し
ら
こ
ば
と
基
金
助
成
事
業

不
登
校
の
子
ど
も
の
た
め
の
科
学

実
験
…
a
２
月
９
日
㈭
・
２３
日
㈭
、

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分　

d

越
谷
ら
る
ご　

g
９
日
は
静
電
気

で
遊
ぶ
。
２３
日
は
電
池
を
作
る　

h
５
０
０
円
（
１
回
）　

e
b
越

谷
ら
る
ご
☎
９
７
０
＝
８
８
８
１

越
谷
の
地
場
野
菜
を
使
っ
た
食
育

講
座
…
a
２
月
１４
日
㈫
、
午
前
１０

時
３０
分
〜
午
後
１
時　

d
新
方
地

区
セ
ン
タ
ー　

f
小
学
生
の
保
護

者
（
未
就
学
児
の
保
育
あ
り
）　

h
６
０
０
円　

c
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
き
ん
等　

e
b
子
育
て
支
援
ワ

ー
カ
ー
ズ
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
み
る
く

☎
０
８
０
＝
２
０
５
５
＝
２
０
９

２
（
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
）

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
女
性
の
パ

ワ
ー
を
（
コ
ン
サ
ー
ト
＆
講
演
）

…
a
２
月
２５
日
㈯
、
午
後
１
時
開

演　

d
中
央
市
民
会
館　

g
広
川

恵
さ
ん
（
ボ
ー
カ
ル
）・
松
本
修

一
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）
の
コ
ン
サ
ー

ト
。
埼
玉
県
国
際
交
流
協
会
理
事

長
の
柿
沼
ト
ミ
子
さ
ん
の
講
演
。

こ
し
が
や
男
女
共
同
参
画
の
会
１０
周

年
記
念
事
業　

h
４
９
９
円　

e
b

こ
し
が
や
男
女
共
同
参
画
の
会
「
パ

テ
ィ
オ
」・
髙
橋
☎
９
８
７
＝
５
６

３
２

記
録
映
画
「
葦
牙
―
あ
し
か
び
―
子

ど
も
が
拓
く
未
来
」
上
映
と
監
督
の

お
話
…
a
３
月
１６
日
㈮
、
午
後
６
時

３０
分
上
映　

d
中
央
市
民
会
館　

g

児
童
虐
待
を
テ
ー
マ
に
し
た
記
録
映

画
と
小
池
征
人
監
督
の
お
話　

h
４

０
０
円　

e
b
男
女
共
同
参
画
こ
し

が
や
と
も
ろ
う
・
坂
本
☎
・
D
９
７

６
＝
４
９
０
５

▼
文
教
大
学
臨
床
相
談
研
究
所

一
般
公
開
講
座
「
夫
婦
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」

a
３
月
１０
日
㈯
、
午
後
１
時
３０
分
〜

３
時　

d
文
教
大
学
１２
号
館
１
２
１

０
１
教
室　

g
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
り
戻
す
コ
ツ
。
講
師

は
大
学
教
授
で
研
究
所
所
長
の
土
沼

雅
子
さ
ん　

f
１
０
０
人　

h
無
料

　

e
詳
し
く
は
左
記
へ　

b
大
学
臨

床
相
談
研
究
所
☎
９
７
４
＝
４
０
６

５▼マ
マ
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座

―
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
＆
交
流
会
―

a
g
３
月
７
日
㈬
…
は
じ
め
の
一
歩

応
援
セ
ミ
ナ
ー　

３
月
１４
日
㈬
…
数

年
後
の
働
く
自
分
を
想
像
し
て
み
よ

う　

い
ず
れ
も
午
前
１０
時
〜
１１
時

３０
分
（
終
了
後
に
３０
分
程
度
の
交

流
会
）　

d
つ
ど
い
の
広
場
は
ぐ

は
ぐ
（
東
越
谷
）　

f
結
婚
・
出

産
等
で
の
退
職
後
、
再
就
職
を
考

え
る
子
育
て
中
の
女
性
２０
人
（
１０

人
ま
で
保
育
あ
り
。
要
予
約
）　

h
無
料　

e
b
子
育
て
支
援
ワ
ー

カ
ー
ズ
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
み
る
く
☎

０
８
０
＝
２
０
５
５
＝
２
０
９
２

（
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
）

▼〝
女
性
の
底
力
〞で
地
元
企
業
・

地
域
が
熱
く
な
る
！
（
講
演
と

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

a
２
月
１４
日
㈫
、
午
前
１０
時
〜
正

午　

d
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン

タ
ー　

g
全
国
女
性
会
館
協
議
会

常
任
理
事
の
青
木
玲
子
さ
ん
の
講

演
と
企
業
・
市
民
・
行
政
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン　

h
無
料　

e
b
こ

し
が
や
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
１３
・

駒
崎
☎
９
７
６
＝
０
７
３
８

▼
介
護
者
サ
ロ
ン

　
「
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
」

a
毎
月
第
２
木
曜
日
、
午
後
１
時

３０
分
か
ら　

d
男
女
共
同
参
画
支

援
セ
ン
タ
ー　

g
介
護
者
同
士
で

話
し
合
う　

e
当
日
会
場
へ　

b

さ
い
た
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
越
谷

事
務
所
☎
９
６
２
＝
８
４
５
２

▼
親
子
で
う
た
お
う
！
体
験
会

a
２
月
１８
日
㈯
・
３
月
１０
日
㈯
、

午
後
１
時
〜
２
時
（
い
ず
れ
か
１

回
）　

d
千
間
台
記
念
会
館　

g

手
遊
び
、
歌
遊
び
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
、

音
当
て
ゲ
ー
ム
等　

f
４
月
に
年

少
・
年
中
に
な
る
お
子
さ
ん
と
保

護
者　

h
無
料　

c
上
履
き　

e

b
せ
ん
げ
ん
台
児
童
合
唱
団
・
菅

沼
☎
９
６
７
＝
２
５
０
５

▼
自
然
観
察
会

a
２
月
１２
日
㈰
、
午
前
９
時
〜
正

午
。
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
水
辺
の
ま
ち

づ
く
り
館
駐
車
場
集
合　

d
大
相

模
調
節
池　

g
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン

グ　

h
２
０
０
円　

c
お
持
ち
の
方

は
双
眼
鏡　

e
当
日
会
場
へ　

b
越

谷
野
鳥
の
会
・
小
菅
☎
９
６
６
＝
４

９
０
０

▼
が
ん
ば
れ
福
島

　

あ
だ
た
ら
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

a
３
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
。
３
日
、

午
前
６
時
市
役
所
集
合　

d
あ
だ
た

ら
高
原
ス
キ
ー
場　

f
小
学
生
以
上

３５
人　

h
小
学
生
１
万
３
０
０
０

円
、
中
学
生
以
上
１
万
７
０
０
０
円

　

e
申
込
書
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
・

地
区
セ
ン
タ
ー
・
体
育
館
に
あ
り
ま

す
）
に
記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス
で
左
記

へ　

b
越
谷
市
ス
キ
ー
連
盟
・
土
屋

☎
０
９
０
＝
１
８
３
８
＝
５
４
１

６
、
D
９
７
７
＝
４
１
８
４

▼
朗
読
の
花
束
Ｐａｒ
ｔ
１５
＋
３２

a
２
月
２９
日
㈬
、
午
前
１０
時
〜
正
午

　

d
中
央
市
民
会
館　

g
安
房
直

子
作
「
星
の
お
は
じ
き
」
ほ
か　

h
無
料　

e
当
日
会
場
へ　

b
柴

田
☎
９
６
４
＝
９
５
３
７

▼
古
布
の
手
仕
事
作
品
展

a
２
月
２１
日
㈫
〜
２６
日
㈰
、
午
前

１０
時
〜
午
後
５
時
（
２６
日
は
４
時

ま
で
）　

d
大
袋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ひ

ろ
ば　

g
着
物
を
再
利
用
し
た
バ

ッ
グ
・
つ
る
し
び
な
・
手
ま
り
等

の
展
示　

h
無
料
（
御
殿
ま
り
体

験
の
参
加
者
は
材
料
代
８
８
０

円
）　

e
当
日
会
場
へ　

b
つ
る

し
飾
り
さ
く
ら
草
・
大
出
☎
９
７

１
＝
１
７
４
３

▼
越
谷
市
華
道
協
会
展

a
３
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
、
午
前

１０
時
〜
午
後
６
時　

d
サ
ン
シ
テ

ィ
展
示
ホ
ー
ル　

h
無
料　

b
戸

堀
☎
９
７
５
＝
１
６
１
７

　

埼
玉
県
東
南
部
都
市
連
絡
調
整

会
議
（
越
谷
市
・
草
加
市
・
八
潮

市
・
三
郷
市
・
吉
川
市
・
松
伏
町

の
５
市
１
町
で
構
成
）
は
、
設
立
２０

周
年
を
記
念
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
す
。

a
２
月
１２
日
㈰
、
午
後
１
時
３０
分
〜

４
時
３０
分
（
１
時
開
場
）　

d
八
潮

市
民
文
化
会
館
（
八
潮
メ
セ
ナ
）
ホ

ー
ル
（
八
潮
市
役
所
隣
り
）　

g
５

市
１
町
の
住
民
が
ま
と
め
た
魅
力
ア

ッ
プ
の
提
言
の
発
表
の
ほ
か
、
５

市
１
町
の
市
長
・
町
長
が
広
域
連

携
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

h
無
料

　

e
当
日
会
場
へ　

b
埼
玉
県
東

南
部
都
市
連
絡
調
整
会
議
事
務
局

（
越
谷
市
企
画
課
内
）☎
９
６
３
＝

９
１
１
２

a
３
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
、
午
前

１０
時
〜
午
後
３
時　

d
越
谷
梅
林

公
園
（
北
越
谷
駅
西
口
徒
歩
約
２０

分
）　

g
茶
会（
野
だ
て
）、

模
擬
店
、
児
童
に
よ
る
絵

画
の
展
示
等
。
梅
林
公
園

梅
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
大
袋
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
推
進
協
議
会
・
越
谷
市

造
園
業
協
会
）　

主
催

＊
駐
車
場
（
大
袋
東
小
）
に
限
り
が

あ
り
ま
す
。
当
日
は
北
越
谷
駅
西

口
と
会
場
の
間
で
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
運
行
（
午
前
９
時
３０
分
〜

午
後
３
時
３０
分
）
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い

b
大
袋
地
区
セ
ン
タ
ー
☎
９
７
５

＝
３
９
５
２

郷
土
芸
能
祭

a
２
月
１９
日
㈰
、
午
後
３
時
開
演　

d
中
央
市
民
会
館　

g
テ
ー
マ
は

「
夢
は
果
て
し
な
く
永
遠
に
」。
講
師

は
元
体
操
選
手
の
池
谷
幸
雄
さ
ん　

f
３
３
２
人　

h
無
料　

e
直
接
会

場
へ

＊
午
後
１
時
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍

し
た
選
手
・
団
体
を
表
彰
す
る

「
越
谷
市
体
育
賞
」
の
授
与
式
を

行
い
ま
す

b
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
９
６
３
＝
９

２
８
４
、
越
谷
市
体
育
協
会
☎
９
６

２
＝
１
５
１
５

a
３
月
４
日
㈰
、
午
後
０
時
３０
分

〜
５
時　

d
サ
ン
シ
テ
ィ
小
ホ
ー

ル　

g
市
内
の
郷
土
芸
能
（
囃
子

・
神
楽
・
木
遣
・
太
鼓
等
）
を
保

存
・
継
承
す
る
団
体
が
実
演　

h

無
料　

e
当
日
会
場
へ　

b
越
谷

市
郷
土
芸
能
祭
実
行
委
員
会
事
務

局
（
生
涯
学
習
課
内
）
☎
９
６
３

＝
９
３
０
７

見学地の節分草園

講師の渡部陽一さん

講師の池谷幸雄さん
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講
座
・
研
修

講
座
・
研
修

就
職
・
創
業
支
援

就
職
・
創
業
支
援

　

市
で
は
、
平
成
２７
年
４
月
の
中
核

市
移
行
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
中
核
市
と
地
域
自
治
に
つ
い

て
、
講
師
を
招
い
て
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
ま
す
。
ま
た
、
中
核
市
制
度

と
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市
長

が
講
話
を
行
い
ま
す
。

a
３
月
１７
日
㈯
、
午
後
７
時
〜
８
時

４５
分　

d
中
央
市
民
会
館　

g
テ
ー

マ
は
「
中
核
市
と
地
域
自
治
」。
講

師
は
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
大
森
彌

さ
ん　

f
３
３
２
人　

h
無
料　

e

３
月
９
日
㈮
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
に
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
を

記
入
し
左
記
へ
（
電
話
可
）　

b
企

画
課
☎
９
６
３
＝
９
１
４
０
、
D
９

６
５
＝
８
０
２
８
、
H10023100@
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A…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ 掲載した市役所各課の電話番号は直通番号です
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A…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ 子育て電話相談は☎960-5600（毎週水曜日、午前10時～午後3時）

地域子育て支援センターの子育て講座
　いずれも電話での申込みは申込み順、往復はがきでの申込みは抽せんになります。下記講
座のほか各種子育て講座を開催していますので、詳しくは市ホームページをご覧ください。
☆おひさまの子（増林保育所内） ☎960－5800

日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

①2/15（水）
　　　9:30～11:00

子育て広場「歌や手遊び、パネルシアター、
体操、外遊び等」　持ち物：下足入れ

2歳～就学前のお子さんと保護者20組

就学前のお子さんと保護者35組

就学前のお子さんと保護者35組

子育て講座「親子でリトミック」
持ち物：下足入れ

〈申込み〉①2/7（火）、②2/10（金）、③2/22（水）から電話でおひさまの子へ（13：00～16：30）

②2/25（土）
　　10:00～11:00

子育て広場「交通安全学び隊」
歌や手遊び、パネルシアター、外遊び等
持ち物：下足入れ

③3/7（水）
　　　9:30～11:00

☆にこにこ(新方保育所内)　☎９７０－５６１１
日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

①2/14（火）
　　 9:30～11:00
②2/18（土）
　　10:00～11:00
③3/3（土）
　　10:00～11:00

1歳6カ月～就学前のお子さんと
保護者20組
1歳6カ月～4歳未満のお子さんと
保護者15組

子育て広場「保育所の友だちと
一緒に人形劇を楽しもう」
子育て講座
「お父さんと遊ぼう」
子育て講座
「親子で楽しむリトミック」

1歳6カ月～就学前のお子さんと
保護者15組

〈申込み〉①2/7（火）、②2/8（水）、③2/21（火）から電話でにこにこへ（13：00～16：30）

☆森のひろば(越谷わかばの森ナーサリー内)　☎９９３－４１５４
日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

無料

300円

給食代
300円

2/13（月）　
　　10:00～11:00
2/17（金）
　　10:00～11:00

2/22（水）
　　10:00～11:00

1歳～就学前のお子さんと保護者15組

1歳のお子さんと保護者12組

ふれあい遊び
「赤ちゃんとスキンシップ」

温水プールでジャブジャブ

出張講座
～桜井地区センターにて～
「ひなまつりでペタペタ ペッタン」

3カ月～5カ月のお子さんと保護者10組

〈申込み〉いずれも2/6（月）から電話で森のひろばへ（13:00～15:00）

☆おへそのひろば（の～びるこどもの家保育園内）　☎９８８－８１８０
日程 講座名（内容） 対象 費用

2/9（木）
　　 9:30～10:30

2/16（木）
　　 9:30～10:30

0歳のお子さんと保護者10組

1歳のお子さんと保護者10組

みんなでつくりたい おへそのひろば
♪ベビーマッサージやリズム遊び♪

みんなでつくりたい おへそのひろば
♪ピアノリズムやひなまつり製作♪

〈申込み〉いずれも2/1（水）から電話でおへそのひろばへ（8:30～16:30）

☆たんぽぽ（袋山保育園内）　☎９７９－０５２０
日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

2/17（金）
　　10:00～11:00

2/24（金）
　　10:00～11:30

3/6（火）
　　10:00～11:30

リフレシュひろば
プロの先生と「エアロビクス」パート３
～体を動かしてリフレッシュ～
持ち物：バスタオル・飲み物

育児講座
栄養士による食育講座
「乳幼児時期の食事について」
お弁当を持ってお花見に
行きましょう（梅林公園）
持ち物：お弁当・シート・飲み物

就学前のお子さんを持つ保護者
人数制限なし（有料保育あり）

就学前のお子さんと保護者
人数制限なし（有料保育あり）

就学前のお子さんと保護者

〈申込み〉いずれも予約不要。当日会場へ

☆のびるば広場（南越谷保育ステーション隣）　☎９８７－７０８８
日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

100円

2/29（水）
　　14:30～15:30

2/27（月）
　　15:00～15:30

みんなの☆遊び場♪
「親子あそび・劇遊びを楽しもう」

おやつの日～豆をつかったおやつ～
「豆腐ドーナツ」 就学前のお子さんと保護者10組

就学前のお子さんと保護者15組

3/3（土）
　　10:00～11:30

学ぼうみんなで
「カウンセリングに学ぶ人間理解」 大人20人（有料保育あり）

〈申込み〉いずれも2/1（水）から電話でのびるば広場へ☎987-7088（8:30～16:30）

☆すくすく(南越谷保育園内)　☎９９０－５００３
日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

無料

無料

後期食のお子さんと保護者5組

無料

離乳食代
200円

2/17（金）
　　10:00～11:00

すくすくキッズ1・2・3
「図書館へ行こう」 1歳～3歳のお子さんと保護者10組

2/22（水）
　　11:00～11:45 「保育園の離乳食を体験してみよう」

〈申込み〉いずれも2/10（金）13:00から電話ですくすくへ

☆たけのこ(おおたけ保育園内)　☎９７７－５３１１
日程 講座名（内容） 対象 費用

50円

2/22（水）
　　10:00～11:00
2/24（金）
　　10:00～11:00
3/2（金）
　　10:00～11:00

“ママが教える交通安全”まなび隊

“ひなまつり製作をしましょう”

“ひなまつり会に参加しましょう”

2歳～就学前のお子さんと保護者25組

1歳～就学前のお子さんと保護者25組

就学前のお子さんと保護者20組

〈申込み〉いずれも2/13（月）（消印有効）までに、往復はがきに希望講座名（はがきは講座ごと）・住所・親子の
氏名（ふりがな）・お子さんの年齢・電話番号を記入し、たけのこへ（〠343-0034大竹815-1）

☆げんき(越谷レイクタウンさくら保育園内)　☎９８８－０８６３
日程 講座名（内容） 対象 費用

100円

大人240円
子ども200円

①2/17(金)
　　10:00～11:00
②2/23(木)
　　10:00～11:00
③2/29(水)
　　 9:20～11:00

1歳～就学前のお子さんと保護者
10組

大きくなったかな？（身長・体重測定）

さくらレストランへどうぞ

おいしいクッキー食べようね

就学前のお子さんと保護者5組
（初めての方優先）
離乳食が完了したお子さんと保護者5組
（初めての方優先）

〈申込み〉①2/6（月）、②③2/7（火）から電話でげんきへ（13：00～17：00）

☆きらきら(松沢保育園内)　☎０８０－１０５８－３９５３
日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

無料

①2/9（木）
　　  9:50～10:50
②2/13（月）
　　  9:50～10:50
③2/23（木）
　　10:00～11:00

子育て講座「赤ちゃんの生活を考え
てみませんか？」（トイレ編）

作って遊ぼう！　「ひな祭り工作」

お話ワールドと身体をつかって遊ぼう

0歳のお子さんと保護者10組

1歳のお子さんと保護者15組

2歳のお子さんと保護者15組

〈申込み〉①②2/6（月）、③2/7（火）から電話できらきらへ（13：00～16：00）

2/15（水）・22（水）・29（水）
　　14:00～15:00

『すくすくクラブ』「手あそびやふれ
あい遊び」（3回連続講座）

2カ月～8カ月のお子さんと保護者10組
（初めての方優先）

無料

無料

2/10（金）
　　11:00～11:45 みんなで楽しく！給食を食べよう 1歳以上のお子さんと保護者10組
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◯北越谷保育ステーション（男女共同参画支援センター隣） ☎970－8200
日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

2/14（火）
　10:00～11:00

お誕生日会をしましょう
皆でお祝いしましょう。

2/16（木）
　13:30～14:30

2歳児クラブ
「お楽しみ会」

2/16（木）
　10:00～11:00

ペン字クラブ
「入学準備子どもの名前を練習しよう」

就学前のお子さんと保護者5組

2歳～3歳のお子さんと保護者6組

1歳～2歳のお子さんと保護者10組
（有料保育あり）

〈申込み〉いずれも2/6（月）から電話で北越谷保育ステーションへ（10:30～16:00）

◯南越谷保育ステーション（南越谷1-12-11）☎９８７－６３００
日程 講座名（内容） 対象 費用

無料

毎週木曜日
　10:30～11:00
　15:00～15:30

リズムの時間
～手遊びや絵本の紹介もあります～

月曜～金曜日
　　9:00～12:00
　14:00～18:00
土曜・日曜日、祝日
　　9:00～12:00
　14:00～16:00

赤ちゃんの駅
＊「オムツ替え」「授乳」コーナー
　があります。どなたでもご自由に
　ご利用ください

就学前のお子さんと保護者
人数制限なし（予約不要）

親子（予約不要）

□子育てサロン ☎961－3623

日程 会場 講座名（内容） 対象 費用 持ち物

なし
50円

50円

100円

無料

無料
なし

3/ 1（木）

3/ 8（木）

3/15（木）

3/22（木）

3/16（金）

3/17（土）

赤ちゃんとあそぼう

親子遊び・からだ遊び

たのしくあそぼう

親子講座「わくわくひろば」

英語で遊ぼう
～Easter Fun Party～
ベビーのためのエクササイ
ズとマッサージ

子育てサロン
（ヴァリエ）

住まいの
情報館

（大吉464-1）

6カ月～1歳未満のお子さん
と保護者10組

就学前のお子さんと保護者
10組

1歳6カ月～2歳未満のお子
さんと保護者10組

1歳6カ月～2歳未満のお子
さんと保護者10組
2歳～4歳未満のお子さんと
保護者10組
3カ月～8カ月のお子さんと
保護者10組

＊時間は親子講座10：30～12：30、その他はいずれも10：30～11：30

下記講座のほか各種子育て講座を開催していますので、詳しくは市ホームページをご覧ください。

子育てサロンの講座

<申込み>2/14（火）（消印有効）までに、往復はがきに講座名・実施日・住所・親子の氏名（ふりがな）・お子さんの
年齢・電話番号を記入し、子育てサロン（〠343-0845南越谷1-11-4新越谷駅ヴァリエ1階）へ。1人1講座のみ

保育ステーションの子育て講座

水分補給用の飲
み物・バスタオル

□つどいの広場はぐはぐ☎080－2055－2092

日程 会場 講座名（内容） 対象 費用 持ち物

なし

なし

なし
無料

500円

100円

無料

①3/1（木）

④3/8（木）

②3/5（月）
　3/12（月）

③3/7（水）
　3/14（水）

⑤3/9（金）
　3/23（金）

⑥3/15（木）

⑨3/28（水）

赤ちゃん広場
（赤ちゃん体操など）

妊娠中の方10人

おばあちゃんとほっとタイム
（先輩ママとのおしゃべりサロン）

ママのためのリフレクソロジー
（同室託児で日ごろの疲れを10分マッサージ）

食育講座（味覚教育を取り入れた
食育：煮魚、お惣菜等）

プレママ広場（産む前に助産師とお話しする赤
ちゃんとの生活やおっぱい相談など、お茶付き）

かるがも広場（わらべ唄と手遊び、
絵本の読み聞かせなど）

子育てサロン
（ママ同士のおしゃべり等）

ママのキャリアアップ講座
（もう一度働きたい女性を応援します。
埼玉県女性キャリアセンターの連続出前
セミナー。１回でも申込み可）
＊託児あり（要予約。１０人まで）

生活クラブ
越谷生活館

就園前のお子さんと
保護者10組

就園前のお子さんと
保護者各10組

親子講座（みんなでうたおう）
就園前のお子さんと保
護者10組（予約不要）

就学前のお子さんと
保護者10組（予約不要）

3カ月～10カ月の
お子さんと保護者10組

保護者各20人

就学前のお子さんと
保護者10組（予約不要）

　＊時間はママのためのリフレクソロジー10：00～12：00、食育講座10：30～13：00、キャリアアップ講座10：00～11：30
　その他はいずれも10：30～11：30

⑦3/19（月）

⑧3/26（月）

<申込み>①④⑨は当日会場へ（先着順）。②③⑤⑥⑦⑧は2/14（火）（消印有効）までに、往復はがきに講座名・
実施日・住所・親子の氏名（ふりがな）・お子さんの年齢・電話番号を記入し、つどいの広場はぐはぐ（〠343-0023
東越谷3-6-23生活クラブ生活協同組合越谷生活館内1階）へ。往復はがき1枚につき1講座の申込み

バスタオル

筆記用具

母子健康手帳

エプロン・ふきん
・三角きん

□みんなのひろばフェリーチェ☎971－3808（子育てサポーターチャオ事務局内）

日程 会場 講座名（内容） 対象 費用 持ち物

なし

写真2枚150円

無料

なし無料

3/ 6（火）

3/13（火）

3/20（祝）

3/27（火）

幼稚園ママとのおしゃべりサロン
（幼稚園ママとの情報交換）

手作り講座（スクラップブッキング）

パパと一緒（簡単工作やふれあい
タイム）
3月生まれのお誕生会
（手形、写真、おはなし会など）

コープ
北越谷
コープメイト
2階

就学前のお子さんと
保護者12組
就園前のお子さんと
保護者12組

3/ 3（土） たのしいひなまつり
（パネルシアター、ゲームなど）

就学前のお子さんと
保護者10組

就学前の3月生まれの
お子さんと保護者10組

1歳6カ月～3歳のお子
さんとお父さん8組

＊時間はいずれも10：30～11：30

＜申込み＞2/14（火）までに、電話（フェリーチェ☎080-2244-9805（火・木・土10：00～16：00）、チャオ事務局
☎971-3808（平日13：30～16：00））、またはメールに親子の氏名・お子さんの年齢・月齢・住所・電話番号、件名に
「フェリーチェ講座申し込み」と記入し、チャオ事務局（felice@koko-chao.com）へ。各講座に重複して申込み可

　いずれも対象は市内在住の方で、お子さんの対象年齢は講座受講時の年齢です。応募多数の
場合は抽せんになります。下記講座のほか各種サロンを開催していますので、詳しくは市ホーム
ページをご覧ください。
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ら
し
安
心
課

☎
９
６
３
＝
９
１
５
６

米
消
費
拡
大
推
進
事
業

米
料
理
講
習
会
（
花
寿
司
）　

a
２
月
２２
日
㈬
、
午
前
９
時
３０
分
〜

午
後
１
時　

d
大
相
模
地
区
セ
ン
タ

ー　

g
花
寿
司
（
バ
ラ
の
花
・
梅
の

花
）
の
作
り
方
を
学
ぶ
。
講
師
は
越

谷
市
農
業
協
同
組
合
女
性
部
の
方　

f
市
内
在
住
の
成
人
で
初
参
加
の
方

２０
人　

h
材
料
費
５
０
０
円　

c
ま

き
す
（
の
り
巻
き
を
作
る
時
に
使
う

「
す
だ
れ
」）・
三
角
き
ん
・
エ
プ
ロ

ン
・
ハ
ン
カ
チ
・
上
履
き　

e
２
月

６
日
㈪
、
午
前
９
時
か
ら
電
話
で
左

記
へ　

b
く
ら
し
安
心
課
☎
９
６
３

＝
９
１
５
６

遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会

a
２
月
１２
日
㈰
、
午
前
１０
時
〜
午
後

４
時　

d
越
谷
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
越
ヶ
谷
２
の
８
の
２２
）　

g
面
接
相

談
（
１
組
３０
分
）
は
２
月
１０
日
㈮
ま

で
に
埼
玉
司
法
書
士
会
へ
（
要
予

約
）。
電
話
相
談
☎
０
４
８
＝
８
７

２
＝
８
０
５
５
（
当
日
の
み
）　

b

埼
玉
司
法
書
士
会
☎
０
４
８
＝
８
６

３
＝
７
８
６
１

全
国
一
斉
！
　

法
務
局
休
日
相
談
所
開
設

　

土
地
や
建
物
の
相
続
等
に
よ
る
名

義
変
更
、
会
社
の
設
立
等
の
登
記
手

続
、
戸
籍
・
国
籍
、
供
託
、
人
権
、

公
正
証
書
に
関
す
る
ご
相
談
な
ど
を

相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

a
２
月
１２
日
㈰
、
午
前
１１
時
〜
午
後

３
時　

d
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
越

谷
支
局
会
議
室
（
東
越
谷
９
の
３４
の

１
）　

g
相
談
員
は
法
務
局
職
員
・

司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
・
公

証
人
・
人
権
擁
護
委
員　

b
さ
い
た

ま
地
方
法
務
局
越
谷
支
局
総
務
課
☎

９
６
６
＝
１
３
２
１
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「
子
ど
も
の
ハ
ー
ト
を
つ
か
む
魔
法
」

子
育
て
支
援
公
開
講
座

a
２
月
１８
日
㈯
、
午
前
９
時
３０
分
〜

１１
時
３０
分　

d
中
央
市
民
会
館　

g

子
ど
も
の
心
理
を
理
解
し
、
子
ど
も

へ
の
気
持
ち
の
伝
え
方
を
学
ぶ
。
講

師
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク
レ
セ
ー
ル
心
の

相
談
室
の
弘
田
栄
子
さ
ん　

f
市
内

在
住
の
方
３０
人
（
抽
せ
ん
）　

e
前

日
ま
で
に
電
話
で
左
記
へ
。
会
員
の

方
の
み
１
歳
６
カ
月
以
上
の
保
育
利

用
可
（
保
育
申
込
み
は
２
月
１３
日
㈪

ま
で
）　

b
こ
し
が
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
９
６
０
＝

２
３
１
１

ち
び
っ
こ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

提
供
品
募
集

a
２
月
１９
日
㈰
〜
４
月
２０
日
㈮
、
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分
（
休
館
日

を
除
く
）　

d
児
童
館
コ
ス
モ
ス
１

階
事
務
室
で
受
付　

g
５
月
４
日
㈷

に
行
わ
れ
る
ち
び
っ
こ
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
中
古
の
お
も
ち
ゃ

や
子
ど
も
向
け
の
本
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
提
供
く
だ
さ
い
。

主
催
は
コ
ス
モ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
「
ス
イ
ミ
ー
」

＊
壊
れ
て
い
る
も
の
、
汚
れ
の
ひ
ど

い
も
の
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
大
人
の

衣
料
品
、
家
庭
雑
貨
（
皿
な
ど
の

割
れ
や
す
い
も
の
）
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い

＊
収
益
金
は
越
谷
市
社
会
福
祉
協
議

会
・
ユ
ニ
セ
フ
に
寄
付
し
ま
す

b
児
童
館
コ
ス
モ
ス
☎
９
７
８
＝
１

５
１
５

　

市
や
事
業
者
か
ら
福
祉
保
健
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
で
、
不

満
を
感
じ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん

か
？

　

福
祉
保
健
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

制
度
は
、
高
齢
者
や
児
童
、
障
が

い
者
な
ど
に
対
す
る
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
や
手
当
の
支
給
な
ど
（
医

療
行
為
は
除
く
）
に
関
す
る
苦
情
に

つ
い
て
、
公
正
・
中
立
な
立
場
で
調

査
・
判
断
を
行
い
、
解
決
の
お
手
伝

い
を
す
る
制
度
で
す
。

＊「
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
」と
は
、「
権

限
を
与
え
ら
れ
た
代
理
人
」と
い

う
意
味
で
、現
在
、福
祉
保
健
分

野
が
専
門
の
大
学
教
員
や
弁
護

士
３
人
を
委
嘱
し
て
い
ま
す

〈
受
付
〉　

苦
情
の
相
談
・
申
し
立

て
は
、
社
会
福
祉
課
（
第
二
庁
舎

１
階
）
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
し
立
て
が
あ
っ
た
場
合
は
、
後

日
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
が
面
談
・

調
査
な
ど
を
行
い
ま
す

b
社
会
福
祉
課
☎
９
６
３
＝
９
３

２
０

　

埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で

は
、
埼
玉
県
内
在
住
の
交
通
遺
児
等

を
対
象
に
、
一
時
援
護
金
を
給
付
し

て
い
ま
す
。

＊「
交
通
遺
児
等
」
と
は
、
１８
歳
以

下
の
方
で
、
保
護
者
（
一
方
ま
た

は
双
方
）
が
交
通
事
故
（
陸
海
空

す
べ
て
）
に
よ
り
死
亡
ま
た
は
重

い
障
が
い
を
負
っ
た
方
で
す

〈
給
付
対
象
〉　

平
成
２２
年
４
月
１
日

以
降
、
交
通
遺
児
等
に
な
っ
た
方
。

ま
た
は
、
交
通
事
故
に
よ
り
重
い
障

が
い
を
負
っ
た
保
護
者
に
養
育
さ
れ

て
い
る
県
内
在
住
の
方
（
遺
児
等
に

な
っ
た
日
に
１８
歳
以
下
の
方
）

〈
給
付
額
〉　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
１０

万
円

〈
給
付
時
期
〉　

４
月
（
給
付
日
は
未

定
）

〈
申
請
書
類
〉　

市
役
所
く
ら
し
安
心

課
（
中
央
市
民
会
館
４
階
）
ま
た
は

市
内
の
各
学
校
等
で
お
配
り
し
て
い

ま
す

〈
申
込
み
〉　

２
月
２９
日
㈬
ま
で
に
み

ず
ほ
信
託
銀
行
浦
和
支
店
（
〠
３３０
＝

０
０
６
３
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂

２
の
６
の
１８
）
に
郵
送
ま
た
は
直
接

お
持
ち
く
だ
さ
い

b
埼
玉
県
県
民
生
活
部
☎
０
４
８
＝

８
３
０
＝
２
９
５
８

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

等
の
取
扱
い
に
注
意　
　
　

･
ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
等
に
は
可
燃
性
ガ
ス
が
入
っ

て
い
ま
す
。
火
気
に
近
づ
け
た

り
、
高
温
に
な
る
場
所
に
置
か

な
い
で
く
だ
さ
い

･
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
前
に
置

い
て
い
た
ス
プ
レ
ー
缶
が
、
加

熱
さ
れ
破
裂
し
、
噴
射
剤
の
可

燃
性
ガ
ス
に
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

の
火
が
引
火
し
て
、
火
傷
を
負

っ
た
方
の
事
故
事
例
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す

b
消
防
本
部
予
防
課
☎
９
７
４
＝

０
１
０
３

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

日
ご
ろ
か
ら
維
持
管
理
を

･
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
ほ
こ
り

が
付
く
と
火
災
の
煙
を
感
知
し

に
く
く
な
り
ま
す
。
定
期
的
に

乾
い
た
布
で
ふ
き
取
り
ま
し
ょ

う
･
台
所
に
取
り
付
け
た
住
宅
用
火

災
警
報
器
は
、
油
や
煙
な
ど
に

よ
り
汚
れ
が
つ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
家
庭
用
中
性
洗
剤
を
浸

し
て
十
分
に
絞
っ
た
布
で
軽
く

ふ
き
取
っ
て
く
だ
さ
い

･
定
期
的
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

が
正
常
に
作
動
す
る
か
テ
ス
ト

を
し
ま
し
ょ
う

･
テ
ス
ト
の
方
法
は
機
種
に
よ
っ

て
異
な
る
の
で
、
取
り
扱
い
説

明
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

b
消
防
本
部
予
防
課
☎
９
７
４
＝

０
１
０
３

応
急
手
当
講
習
会

▽
救
命
入
門
コ
ー
ス
…
a
２
月
２６

日
㈰
、
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時　

g
胸
骨
圧
迫
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り
扱
い

　

f
市
内
在
住
・
在
勤
の
１０
歳
以

上
の
方
３０
人　

▽
普
通
救
命
Ⅰ
…

a
２
月
２６
日
㈰
、
午
後
１
時
３０
分

〜
４
時
３０
分　

g
心
肺
そ
せ
い
法

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
）　

f
市
内
在

住
・
在
勤
の
中
学
生
以
上
の
方
５０

人　

▽
上
級
救
命
…
a
２
月
２４
日

㈮
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

g

心
肺
そ
せ
い
法（
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
）

　

f
市
内
在
住
・
在
勤
の
中
学
生

以
上
の
方
５０
人　

d
消
防
本
庁
舎

　

h
無
料　

e
２
月
１４
日
㈫
ま
で

に
左
記
へ　

b
消
防
署
☎
９
７
４

＝
０
１
３
６

消
防
音
楽
隊
定
期
演
奏
会

a
３
月
１１
日
㈰
、
午
後
１
時
３０
分

開
演　

d
サ
ン
シ
テ
ィ
大
ホ
ー
ル

　

h
無
料　

e
当
日
、
午
前
１１
時

３０
分
か
ら
大
ホ
ー
ル
入
口
で
指
定

席
券
を
配
布
し
ま
す
（
１
人
２
枚

ま
で
）　

b
消
防
本
部
予
防
課
☎

９
７
４
＝
０
１
０
３

　

悪
質
な
業
者
に
よ
る
未
公
開
株
な

ど
の
投
資
勧
誘
の
被
害
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
不
審
な
投
資
勧
誘
を
受
け

た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
左
記
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

b
関
東
財
務
局
☎
０
４
８
＝
６
１
３

＝
３
９
５
２
（
平
日
午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
５
時
）

福
祉
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
を
解
決

福
祉
保
健
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
制
度

昨年、増林地区センターでの
米料理講習会（花寿司）

交
通
事
故
被
害
者
の
ご
家
族
へ

一
時
援
護
金
を
給
付
し
て
い
ま
す

スプレー缶をファンヒーターの前に
置いたところ、熱で膨張して破裂し、
噴射剤の可燃性ガスに引火したもの
（写真提供ＮＩＴＥ）

去年の消防音楽隊定期
演奏会

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

a
２
月
２４
日
㈮
、
午
後
１
時
３０
分

〜
３
時　

d
中
央
市
民
会
館
４
階

第
１６
〜
１８
会
議
室　

g
講
師
は
消

費
者
庁
企
画
官
の
金
田
直
樹
さ
ん

　

f
市
内
在
住
の
方
６０
人　

h
無

料　

e
２
月
８
日
㈬
か
ら
電
話
で

左
記
へ　

b
く
ら
し
安
心
課
☎
９

６
３
＝
９
１
５
６

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

連
絡
協
議
会
講
座

「
食
品
と
放
射
能
」
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対
象
者
は
市
内
在
住
の
方
。
特

に
記
載
が
な
い
場
合
の
会
場
・
問

合
せ
は
保
健
セ
ン
タ
ー
。
費
用
は

無
料
。
◎
は
事
前
に
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
の
申
込
み
が
必
要
で
す
（
電

話
可
。
申
込
み
順
）。

◎
食
生
活
相
談

a
f
表
1
の
と
お
り　

g
生
活
習
慣

病
予
防
等
に
関
す
る
栄
養
士
に
よ
る

個
別
相
談

◎
歯
科
健
診
・
相
談

a
２
月
２９
日
㈬
、午
後
１
時
３０
分
〜

３
時　

d
け
や
き
荘　

g
歯
科
健

診
・
相
談
。治
療
は
行
い
ま
せ
ん　

f

６０
歳
以
上
の
方
２０
人

●
平
成
24
年
度
乳
が
ん（
集
団
）

　

検
診
の
申
込
み
は
３
月
か
ら

　

検
診
の
受
付
は
、３
月
か
ら
往
復

は
が
き
で
行
う
予
定
で
す
。

　

受
付
期
間
な
ど
、詳
し
く
は
広
報

こ
し
が
や
お
知
ら
せ
版
３
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す（
現
在
は
ま
だ
申
込

み
を
受
け
付
け
し
て
い
ま
せ
ん
）。

●
日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
接
種
機
会

　

を
逃
し
た
方
へ

　

副
反
応
と
思
わ
れ
る
事
例
の
報
告

以
降
、積
極
的
な
案
内
を
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
、接
種
の
機
会
を
逃
し

た
方
に
対
し
、接
種
期
間
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

平
成
７
年
６
月
１
日
〜
１９
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方
は
、２０
歳
に
な
る

誕
生
日
の
前
々
日
ま
で
日
本
脳
炎
の

定
期
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

１
期
の
予
診
票
は
、市
内
実
施
医

療
機
関（
保
健
カ
レ
ン
ダ
ー
や
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）に
あ
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
母
子
健
康
手
帳
で
不

足
回
数
を
確
認
し
、予
防
接
種
を
お

受
け
く
だ
さ
い
。接
種
の
際
に
は
整

理
番
号
が
必
要
で
す
。ご
不
明
の
方

は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、小
学
校
４
年
生
以
上
で
１

期
の
追
加
接
種
ま
で
お
済
み
の
方

は
、２
期
の
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

　
（
２
期
〜
４
期
）は
お
早
め
に

　

麻
し
ん（
は
し
か
）は
感
染
力
が
強

く
、重
症
化
し
や
す
い
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

　

対
象
の
方
に
は
平
成
２３
年
４
月
上

旬
に
個
別
通
知
を
お
送
り
し
て
い
ま

す
の
で
、平
成
２４
年
３
月
３１
日
ま
で

に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。接
種
期
間

を
過
ぎ
た
場
合
は
、自
己
負
担
に
な

り
ま
す
。

〈
対
象
〉　

２
期
…
平
成
１７
年
４
月
２

日
〜
１８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
、
３
期

　
…
平
成
１０
年
４
月
２
日
〜
１１
年
４
月

１
日
生
ま
れ
、
４
期
…
平
成
５
年
４

月
２
日
〜
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ　

＊
接
種
に
は
４
月
に
発
送
し
た
予
診

票
と
母
子
健
康
手
帳
が
必
要
で

す
。な
い
場
合
は
保
健
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
み
ん
な
で
覚
え
よ
う
！

　

ハ
ッ
ポ
ち
ゃ
ん
体
操
公
開
練
習　

d
①
２
月
８
日
㈬
…
桜
井
地
区
セ
ン

タ
ー
、
②
２
月
１７
日
㈮
…
荻
島
地
区

セ
ン
タ
ー
、
③
２
月
２８
日
㈫
…
大
沢

地
区
セ
ン
タ
ー
。
い
ず
れ
も
午
前
１０

時
〜
１１
時
３０
分　

c
飲
み
物
（
水
分

補
給
用
）
、
③
の
み
室
内
用
の
運
動

靴　

e
当
日
会
場
へ　

b
保
健
セ
ン

タ
ー
☎
９
７
８
＝
３
５
１
１

◎
楽
し
く
作
っ
て
お
い
し
く
食
べ
よ

　

う
！　
「
男
性
料
理
教
室
」

a
２
月
１７
日
㈮
、
午
前
１０
時
〜
午
後

１
時　

g
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
（
食
生
活

改
善
推
進
員
）
に
よ
る
講
話
と
調
理

実
習　

f
２０
人　

h
４
０
０
円　

e

２
月
６
日
㈪
か
ら

◎
楽
し
く
作
っ
て
お
い
し
く

　

食
べ
よ
う
！

　
「
和
食
の
す
す
め
料
理
講
習
会
」

a
２
月
２２
日
㈬
、
午
前
１０
時
〜
午
後

１
時　

d
保
健
セ
ン
タ
ー
、
蒲
生
地

区
セ
ン
タ
ー
、
桜
井
地
区
セ
ン
タ

ー
、
越
ヶ
谷
地
区
セ
ン
タ
ー　

g
ヘ

ル
ス
メ
イ
ト
（
食
生
活
改
善
推
進

員
）
に
よ
る
講
話
と
調
理
実
習　

f

各
会
場
２０
人　

h
４
０
０
円　

e
２

月
８
日
㈬
か
ら

◎
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

　
「
ヘ
ル
シ
ー
弁
当
に
使
え
る
お
か
ず
」

a
２
月
２０
日
㈪
、
午
前
１０
時
〜
午
後

１
時　

g
講
話
と
調
理
実
習　

f
２４

人　

h
５
０
０
円　

e
２
月
７
日
㈫

か
ら越

谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
献
血
ル
ー
ム

（
☎
０
１
２
０
＝
１
３
７
＝
３
７

９
）
で
は
、
毎
日
献
血
が
で
き
ま

す
。
全
血
は
午
前
１０
時
〜
午
後
１

時
、
午
後
２
時
〜
５
時
３０
分
。
成
分

献
血
は
午
前
１０
時
〜
午
後
０
時
３０

分
、
午
後
２
時
〜
４
時
３０
分
で
す
。

健
診
・
相
談

●小児夜間急患診療所　☎960-1100
小児科の急患に対応
午後7時30分～10時30分（受付）、
午後8時～11時（診療）
＊年中無休

〈救急病院・救急医療の案内〉
●埼玉県救急医療情報センター
☎048-824-4199
医療機関（歯科・精神科を除く）を
24時間ご案内しています
〈子どもの急病に関する相談〉
●小児救急電話相談
＃8000または☎048-833-7911
月曜～土曜日は午後７時～11時。日曜日・
祝日、年末年始は午前９時～午後11時

予
防
接
種

越谷市薬剤師会
●薬の相談日

2/10㈮・21㈫・3/2㈮

●夜間おくすり電話相
談 
平日の午後8時～11時

午後1時～３時　　保健センター２階
＊電話での相談はできません　　

△

日時 場所 定員

2/16（木）
9：00～15：30 保健センター

3人2/24（金）
9：30～11：30

蒲生地区
センター

6人

3/1（木）
9：30～11：30

桜井地区
センター ３人

表1　食生活相談日程表

　もしものときは！

急患診療所

探す相談する

A…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ

　

昨
年
は
ま
さ
に
激
動
の
年
で
あ

り
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
に
お

い
て
は
薬
剤
師
の
支
援
活
動
と
し

て
、
日
々
進
歩
す
る
膨
大
な
医
薬

品
の
専
門
家
と
し
て
の
情
報
が
必

要
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
６
年
制
薬
学
教
育
で
長

期
実
務
実
習
を
経
験
し
た
薬
剤
師

が
生
ま
れ
る
年
で
も
あ
り
、
さ
ら

な
る
薬
剤
師
の
職
能
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

越
谷
市
薬
剤
師
会
と
し
ま
し
て

は
、
医
薬
分
業
の
質
の
向
上
・
医

薬
品
等
の
的
確
な
情
報
提
供
・
学

校
薬
剤
師
活
動
・
災
害
時
対
策
・

健
康
維
持
や
公
衆
衛
生
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動

の
一
環
と
し
て
毎
年
「
市
民
と
薬

剤
師
で
共
に
考
え
よ
う
」
と
題
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
お

り
、
第
６
回
目
と
な
る
今
年
は
２

月
２６
日
に
中
央
市
民
会
館
（
劇
場
）

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

昨
今
の
医
薬
品
は
種
類
も
増
し
、

適
切
な
服
用
指
導
、
各
病
院
か
ら

の
処
方
薬
の
飲
み
合
わ
せ
や
名
前

の
違
う
同
じ
効
き
目
の
薬
の
見
極

め
な
ど
複
雑
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

各
患
者
さ
ん
一
人
一
人
の
「
か

か
り
つ
け
薬
局
」
を
つ
く
る
こ
と

に
よ
り
医
薬
品
の
安
心
安
全
な
供

給
を
実
現
し
、
薬
剤
師
と
の
関
係

を
信
頼
の
上
に
築
い
て
頂
け
る
も

の
と
思
い
「
薬
剤
師
と
の
上
手
な

付
き
合
い
方
」
の
講
演
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
分
化
と
連
携
の
観

点
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
も
行
か
れ
た
越
谷
市

歯
科
医
師
会
の
中
里
義
博
先
生
を

招
き
「
口
腔
ケ
ア
の
現
状
と
医
療

連
携
」
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
、

「
薬
局
の
医
療
安
全
」に
つ
い
て
は
、

城
西
大
学
薬
学
部
よ
り
金
本
郁
夫

先
生
よ
り
ご
講
演
頂
き
ま
す
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
劇
団
四
季
の
メ
イ
ン
ボ

ー
カ
ル
を
務
め
て
い
ま
し
た
越
谷

市
在
住
の
熊
谷
英
雄
さ
ん
に
そ
の

の
ど
を
披
露
し
て
頂
く
予
定
で
す
。

　

身
近
な
薬
局
、
薬
剤
師
を
こ
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
感
じ
て

い
た
だ
き
、
国
の
健
康
政
策
の
一

つ
で
も
あ
る
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
、
自
分
自
身
の
健

康
の
保
持
増
進
や
疾
病
の
予
防
に

プ
ラ
ス
に
な
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
申
し
上

げ
て
い
ま
す
。

　事前に各医療機関に電話連絡のうえ、受
診してください。
2月11日
　北越谷クリニック　☎978－1501
北越谷2-18-8／内・消
　松本クリニック　☎963－4976
花田1-35-18／内
　小泉歯科医院　☎978－0877 
下間久里290-2／歯

市
民
と
薬
剤
師
で
共
に
考
え
よ
う
！

　
　
　
　
越
谷
市
薬
剤
師
会

　
　
　
　
　
　
副
会
長
　
中
村
　
幸
弘

第６回

薬
剤
師
会
講
演
会

〜
市
民
と
薬
剤
師
で

　
　

共
に
考
え
よ
う
！
〜

a
２
月
２６
日
㈰
、
午
後
１
時
〜

３
時
４５
分　

d
中
央
市
民
会
館

劇
場　

g
▽
講
演
会
…
テ
ー
マ

は
「
く
す
り
に
つ
い
て
見
直
そ

う
」
知
っ
て
得
す
る
、
く
す
り

と
医
療
現
場
の
わ
か
り
や
す
い

話　

①
薬
剤
師
と
の
上
手
な
付

き
合
い
方
。
講
師
は
越
谷
市
薬

剤
師
会
の
齋
藤
和
也
さ
ん　

②

口
腔
ケ
ア
の
現
状
と
医
療
連
携
。

講
師
は
越
谷
市
歯
科
医
師
会
の

中
里
義
博
さ
ん　

③
薬
局
の
医

療
安
全
。
講
師
は
城
西
大
学
薬

学
部
の
金
本
郁
男
さ
ん　

▽
演

奏
会
…
出
演
は
熊
谷
英
雄
さ
ん

　

f
２
０
０
人　

e
当
日
会
場

へ　

b
越
谷
市
薬
剤
師
会
☎
９

６
０
＝
４
１
０
０

講
座
・
教
室



〈
日
時
〉　

３
月
７
日
㈬
、
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

〈
会
場
〉　

春
日
部
地
方
庁
舎
３
階

大
会
議
室
（
春
日
部
市
大
沼
１
の

７６
）

＊
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

〈
内
容
〉

▽
第
１
部
「
放
射
線
被
ば
く
と
健
康

へ
の
影
響
」
。
講
師
は
放
射
線

医
学
総
合
研
究
所
理
事
の
明
石

真
言
さ
ん

▽
第
２
部
「
生
活
習
慣
病
、
特
定
健

診
、
医
療
」
。
講
師
は
医
師
等

〈
定
員
〉　

両
方
受
講
で
き
る
方
１

０
０
人

〈
費
用
〉　

無
料

〈
申
込
み
〉　

３
月
２
日
㈮
ま
で
に

左
記
へ

b
春
日
部
保
健
所
地
域
保
健
推
進
担

当
☎
０
４
８
＝
７
３
７
＝
２
１
３

３
、
D
０
４
８
＝
７
３
６
＝
４
５
６

２

　

市
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・

小
児
用
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
の

接
種
費
用
を
全
額
助
成
し
て
い
ま

す
。
助
成
対
象
と
な
る
の
は
、
い

ず
れ
の
予
防
接
種
も
平
成
２４
年
３

月
３１
日
（
※
）
ま
で
に
接
種
し
た

分
の
費
用
で
す
。
ま
た
、
い
ず
れ

も
対
象
者
は
、
接
種
日
に
、
市
に

住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
を

し
て
い
る
方
で
、
市
が
指
定
し
た

実
施
医
療
機
関
で
接
種
し
た
場
合

で
す
。

※
国
で
は
現
在
、子
宮
頸
が
ん
・
ヒ

ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
費
用
に
つ
い
て
、助
成
期

間
の
延
長
を
審
議
し
て
い
ま
す
。

今
後
、新
た
な
情
報
が
入
り
し
だ

い
、お
知
ら
せ
し
ま
す

〈
助
成
対
象
者
〉　

▽
平
成
６
年
４
月
２
日
〜
７
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
女
子
の
う
ち
、

２３
年
９
月
３０
日
ま
で
に
１
回
目

の
接
種
を
済
ま
せ
て
い
る
方

＊
こ
れ
か
ら
１
回
目
の
接
種
を
開

始
す
る
方
は
助
成
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん

▽
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
１１
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
女
子

＊
ワ
ク
チ
ン
の
十
分
な
効
果
を
得

る
に
は
３
回
の
接
種
が
必
要
で

す
。
助
成
の
対
象
は
、
３
月
３１

日
ま
で
に
、
次
の
接
種
間
隔
を

守
っ
て
接
種
を
し
た
場
合
に
限

ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
接
種

を
開
始
す
る
方
は
、
１
回
目
の

接
種
日
に
よ
っ
て
、
２
回
目
の

接
種
が
助
成
の
対
象
に
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
（
こ
れ
か

ら
接
種
を
開
始
す
る
方
は
、
３

回
目
の
接
種
は
助
成
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
）

＊
す
で
に
接
種
を
開
始
し
て
い
る

方
は
、
３
回
目
の
接
種
時
期
が

近
づ
い
て
い
ま
す
。
接
種
間
隔

を
確
認
し
、
計
画
的
に
接
種
を

し
て
く
だ
さ
い

〈
接
種
間
隔
〉

　

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に
よ
り
、
接

種
間
隔
が
異
な
り
ま
す
。

①
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
…
初
回
接
種

か
ら
１
カ
月
後
に
２
回
目
、
さ

ら
に
そ
の
５
カ
月
後
に
３
回
目

を
接
種
し
ま
す

②
ガ
ー
ダ
シ
ル
…
初
回
接
種
か
ら

２
カ
月
後
に
２
回
目
、
さ
ら
に

そ
の
４
カ
月
後
に
３
回
目
を
接

種
し
ま
す

〈
助
成
対
象
期
間
〉

　

３
月
３１
日
ま
で
に
、①
ま
た
は
②

の
接
種
間
隔
を
守
っ
て
接
種
を
し

た
場
合
、
助
成
対
象
と
な
り
ま
す

　〈
助
成
対
象
者
〉

　

生
後
２
カ
月
〜
５
歳
の
誕
生
日

の
前
々
日
の
お
子
さ
ん

＊
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
の
予

防
接
種
の
回
数
は
、
接
種
を
開

始
し
た
月
齢
で
異
な
り
ま
す
。

月
齢
の
標
準
的
な
接
種
回
数
が

公
費
負
担
と
な
り
ま
す

b
市
民
健
康
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

☎
９
７
８
＝
３
５
１
１

A…日時・期間　D…会場　G…内容　F…対象・定員　H…参加費・入場料　C…持ち物　E…申込み　B…問合せ
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前
立
腺
は
男
性
に
し
か
な
い
臓

器
で
、
精
液
の
一
部
を
作
っ
て
い

ま
す
。
炎
症
や
肥
大
症
、
が
ん
な

ど
の
病
気
が
あ
り
、
特
に
５０
歳
ご

ろ
か
ら
が
ん
や
肥
大
症
が
増
え
て

き
ま
す
。
肥
大
症
も
が
ん
も
症
状

は
よ
く
似
て
お
り
症
状
か
ら
区
別

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

肥
大
症
は
良
性
の
病
気
で
が
ん

に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

肥
大
症
と
が
ん
が
同
時
に
起
こ
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
。
肥
大
症
は
症

状
が
出
て
か
ら
治
療
す
れ
ば
良
い

の
で
す
が
、
が
ん
は
症
状
が
出
て

か
ら
で
は
手
遅
れ
に
な
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
自
覚
症
状
が
出
る
前

に
発
見
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

前
立
腺
が
ん
の
診
断
を
は
っ
き

り
さ
せ
る
に
は
、
前
立
腺
針
生
検

と
い
う
精
密
検
査
を
行
い
ま
す

が
、
そ
の
前
に
血
液
検
査
で
Ｐ
Ｓ

Ａ
（
前
立
腺
特
異
抗
原
）
と
い
う

も
の
を
調
べ
る
こ
と
で
精
密
検
査

が
必
要
か
ど
う
か
を
判
定
し
ま

す
。
Ｐ
Ｓ
Ａ
は
前
立
腺
が
ん
が
あ

る
と
症
状
が
出
て
く
る
前
か
ら
上

昇
す
る
の
で
、
が
ん
を
早
く
見
つ

け
る
た
め
に
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
診
が
行
わ

れ
る
の
で
す
。

　

前
立
腺
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
と

手
術
療
法
、
放
射
線
療
法
、
内
分

泌
療
法
な
ど
の
治
療
が
行
わ
れ
ま

す
。
初
期
の
が
ん
で
し
た
ら
、
手

術
療
法
や
放
射
線
療
法
に
よ
り
根

治
的
な
治
療
が
可
能
で
す
。
こ
の

分
野
の
治
療
は
と
て
も
進
歩
し
て

お
り
、
手
術
に
し
て
も
様
々
な
方

法
が
あ
っ
て
、
お
な
か
を
切
っ
て

行
う
方
法
、
お
な
か
に
数
ヶ
所
穴

を
開
け
て
行
う
方
法
、
さ
ら
に
先

進
的
な
方
法
と
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
を

使
う
方
法
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
放
射
線
療
法
も
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
を
使
用
し
て
前
立
腺
だ

け
に
照
射
す
る
方
法
、
前
立
腺
内

に
放
射
線
針
を
埋
め
込
む
方
法
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

内
分
泌
療
法
は
薬
を
使
っ
て
、

前
立
腺
が
ん
の
進
行
に
関
係
し
て

い
る
男
性
ホ
ル
モ
ン
を
遮
断
す
る

方
法
で
す
。
が
ん
が
す
で
に
進
行

し
て
し
ま
っ
て
い
る
人
や
高
齢

者
、
重
い
合
併
症
を
持
っ
て
い
る

人
に
行
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
方
法
は
一
定
の
効
果
は
あ
り
ま

す
が
、
根
治
的
な
治
療
で
は
な
い

の
で
、
次
第
に
効
果
が
薄
れ
て
し

ま
い
が
ん
が
悪
化
し
て
し
ま
う
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら

が
ん
が
進
行
す
る
前
に
診
断
す
る

こ
と
が
大
切
で
、
検
診
が
大
き
な

役
割
を
果
た
す
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ぜ
ひ
検
診
を
受
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

越谷市医師会
越谷泌尿器科・内科
☎９６１―７７０１
中野　優

医師会の看護師募集医師会の看護師募集

前
立
腺
が
ん
に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
お
早
め
に
！

子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
お
早
め
に
！

け
い

接
種
費
用
の
助
成
は
平
成
２４
年
３
月
３１
日
ま
で
に
接
種
し
た
分
で
す（※

）

まさる

ぜ
ん
り
つ
せ
ん
は
り
せ
い
け
ん

そ
せ
い

健
康
や
医
療
の
講
演
会

健
康
や
医
療
の
講
演
会

健
康
や
医
療
の
講
演
会

①夜間急患診療所における看護業務
〈業　　務〉　夜間急患診療所における看護業務
〈勤務時間〉　おおむね午後７時３０分～午後１１
　　　　　　時３０分
〈申 込 み〉　履歴書に看護師免許証の写しを添
　　　　　　えて、越谷市医師会へ（郵送可）
②検診事業の問診・採血業務
〈対　　象〉　市内在住で看護師または准看護師
　　　　　　免許取得者
〈勤務日時〉　７月～１１月、おおむね午前１１時～
　　　　　　午後４時
〈申 込 み〉　履歴書に免許証の写しを添えて、
　　　　　　越谷市医師会へ（郵送可）

＊詳しくは越谷市医師会へお問い合わせください

　b（社）越谷市医師会
　　（〠３４３－００２２東大沢１－１２－１）
　　☎９７５－６００８

①
心
肺
蘇
生
法
の
実
際
…
a
２
月

１８
日
㈯
、
午
後
１
時
〜
３
時　

g

一
般
的
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

組
み
合
わ
せ
た
心
肺
蘇
生
法
の
実

地
訓
練
等

②
糖
尿
病
を
予
防
す
る
た
め
に
…

a
３
月
１６
日
㈮
、
午
後
１
時
〜
４

時
３０
分　

g
糖
尿
病
と
運
動
習
慣

に
つ
い
て
の
講
義
。
安
全
で
効
果

的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
の
実
技

　

い
ず
れ
も
h
１
０
０
０
円　

f

２０
人
（
抽
せ
ん
）　

e
①
は
２
月

８
日
㈬
、
②
は
３
月
６
日
㈫
（
い

ず
れ
も
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
講
座

名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
電
話
番
号
（
フ
ァ
ク
ス
番

号
）
・
①
の
み
性
別
・
年
齢
・
職

業
を
記
入
し
左
記
へ　

b
埼
玉
県
立
大
学
地
域
産
学
連
携

セ
ン
タ
ー
（
〠
３４３
＝
８
５
４
０
三

野
宮
８
２
０
）
☎
９
７
３
＝
４
１

１
４
、
D
９
７
３
＝
４
８
０
７

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン・小
児
用

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

埼
玉
県
立
大
学

公
　
開
　
講
　
座

健康への意識を高める講座を受講できます
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第
47
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

１８５１人が初走りを楽しむ

震
災
避
難
者
の
髪
を
無
料
で
カ
ッ
ト

新
越
谷
駅
で
花
フ
ェ
ス
タ
開
催

　

１
月
１
日
、第
４７
回
元
旦
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
市
役
所
周
辺
で

開
か
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、各
世

代
間
の
交
流
と
健
康
保
持
・
増

進
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
、今

年
は
１
８
５
１
人
が
参
加
し
ま

し
た
。主
催
は
越
谷
市
体
育
協

会
と
越
谷
市
教
育
委
員
会
。午

前
１０
時
１０
分
に
市
役
所
前
か
ら

参
加
者
が
コ
ー
ス
ご
と
に
順
次

ス
タ
ー
ト
し
、初
走
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
回
は
、昨
年
１１
月

の
産
業
フ
ェ
ス
タ
で
市

か
ら
特
別
住
民
票
を
交

付
さ
れ
、市
民
と
な
っ

た
こ
し
が
や
鴨
ネ
ギ
鍋

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー「
ガ
ー
ヤ
ち
ゃ

ん
」が
初
参
加
。０
・
５

㌔
の
コ
ー
ス
を
子
ど
も

た
ち
と
仲
よ
く
走
り
、

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

　

１
月
１７
日
、
レ
イ
ク
タ
ウ
ン

の
水
辺
の
ま
ち
づ
く
り
館
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
谷
カ
ウ
ン
セ
ル

が
マ
マ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
子

育
て
中
の
マ
マ
た
ち
の
悩
み
相

談
や
育
児
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
う
も
の
で
す
。

　

代
表
を
務
め
る
田
崎
雅
江
さ

ん
は
、
「
私
た
ち
の
団
体
で

は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
知
識
を
持
っ
た
専
門

ス
タ
ッ
フ
が
、
心
の
ケ

ア
を
中
心
と
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
他
の
子
育
て

支
援
団
体
も
使
用
し
て

い
る
水
辺
の
ま
ち
づ
く

り
館
で
、
定
期
的
に
活

動
し
て
い
ま
す
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
方

に
気
軽
に
訪
れ
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

越
谷
市
農
業
団
体
連
合
会
花

卉
部
会
が
１
月
１４
日
、
新
越
谷

駅
コ
ン
コ
ー
ス
で
、
市
内
で
生

産
さ
れ
た
花
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に

「
花
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
市
特
産
の
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
や
フ
リ
ー
ジ
ア
な
ど
約
６
千

本
の
切
り
花
と
シ
ク
ラ
メ
ン
・

プ
リ
ム
ラ
な
ど
約
千
鉢
の
鉢
植

え
を
生
産
者
が
直
接
販
売
し
、

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

両
手
い
っ
ぱ
い
に
花

を
抱
え
た
女
性
は
「
地

元
で
生
産
さ
れ
た
お
花

は
新
鮮
で
持
ち
が
い
い

の
で
、
お
す
そ
分
け
し

て
い
る
友
人
に
も
好
評

で
す
」
と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

＊
２
月
１０
日
㈮
、
午
後

４
時
３０
分
か
ら
北
越

谷
駅
で
切
り
花
の
直

売
会
を
行
い
ま
す

この日は、和気あいあいとした雰囲気でした

越谷美容組合が被災地の一日も早い復興を願い

昨
年
12
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
第
39
回
マ

ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ

全
国
大
会
に
出
場
し
た
中
央
中
学
校
吹
奏

楽
部
部
長

　

歩
き
な
が
ら
楽
器
演
奏
す
る
吹
奏

楽
を
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
と
い
う
。

音
だ
け
で
は
な
く
〝
観
る
〞
演
奏
を

奏
で
る
。

　

中
央
中
吹
奏
楽
部
は
全
国
大
会
中

学
生
の
部
で
２
年
連
続
で
銀
賞
を
受

賞
し
た
。

　

「
会
場
の
お
客
様
に
気
持
ち
の
こ

も
っ
た
音
を
届
け
た
か
っ
た
」
と
ホ

ル
ン
担
当
の
藤
城
さ
ん
。
良
い
成
績

を
残
す
こ
と
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、

た
だ
お
客
様
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
と
い
う
気
持
ち
で
、
中
学
３
年
間

練
習
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
平
日
は

も
ち
ろ
ん
、
休
日
も
練
習
を
重
ね
、

夏
休
み
は
強
化
練
習
も
し
た
。

　

「
大
会
で
は
悔
い
の
残
ら
な
い
演

奏
が
出
来
ま
し
た
」
部
員
全
員
の
気

持
ち
が
こ
も
っ
た
演
奏
が
結
果
に
結

び
つ
い
た
。

お
知
ら
せ　

３
月
２９
日
㈭
、
総
合
体

育
館
で
定
期
演
奏
会
を
行
い
ま
す
。

大
会
と
同
じ
曲
目
も
演
奏
し
ま
す
の

で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

藤
城
　
奈
穂
さ
ん

（
中
央
中
学
校
３
年
）

ふ
じ
し
ろ
　
　
な
　お

〈2月放送の主な内容〉

〈放送日〉
■テレ玉
　2月18日㈯・19日㈰
　　　9：30～10：00
■JCN関東
　2月20日㈪～26日㈰
　　　8：30～　9：00
　　20：00～20：30
（25日・26日は19:30～20:00）

・市・県民税の申告受付開
　始、救急医療情報キット
　を活用しましょう、看護
　学生に修学資金貸与
・特集：徳川家康ゆかりの
　文化財～前編～
・ズームアップ：大相模地
　区センターのひな人形

午前10時の開始前から行列ができるほどのにぎわいでし
た（右奥にはガーヤちゃんも）

　

越
谷
美
容
組
合
（
市
内
５５
店

舗
加
盟
）
で
は
、
東
日
本
大
震

災
で
被
災
し
、
市
内
で
避
難
生

活
を
し
て
い
る
方
を
支
援
す
る

た
め
「
髪
の
お
手
入
れ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
と
題
し
、
カ
ッ
ト
料

無
料
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
昨
年

１２
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
被
災
者
支
援
の
募

金
活
動
な
ど
を
行
っ
て
き
た
組

合
で
は
「
被
災
地
の
一

日
も
早
い
復
興
を
願
い

２４
年
度
も
サ
ー
ビ
ス
を

継
続
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
８５
歳
の
母
と

一
緒
に
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
女
性
は
「
美
容

院
の
方
に
は
、
足
の
悪

い
母
を
気
遣
っ
て
い
た

だ
き
自
宅
に
ま
で
送
っ

て
い
た
だ
い
て
…
」
と

感
謝
を
し
て
い
ま
し
た
。

髪のお手入れで気持ちも元気に！

一足早く春の花便り。チューリップなど６千本を販売

羽 子 板／破 魔 弓
ひな人形／五月人形

越谷市のプレミアム付商品券が
ご利用できます

マ
マ
た
ち
の
悩
み
に
ア
ド
バ
イ
ス

NPO法人がママセミナーを開催

き

家族そろって新年の初走りを楽しみました



▲田嶋　煌莉ちゃん
　（H22.9.24 東越谷）

た　じま　　おう　り

▲山梅　璃久ちゃん
　（H22.6.14 増森）

やまうめ　　 り　く
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コ
ブ
ち
ゃ
ん　

今
日
は
み
ん
な
か
ら

「
広
報
紙
で
取
り
上
げ
て
」
と
お
た

よ
り
の
あ
っ
た
「
給
食
セ
ン
タ
ー
」

（
第
三
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）
の
見

学
に
来
た
よ
。

コ
バ
ト
ち
ゃ
ん　

小
学
校
や
中
学
校

の
給
食
は
、
市
内
に
３
カ
所
あ
る
給

食
セ
ン
タ
ー
で
調
理
員
さ
ん
や
栄
養

士
さ
ん
た
ち
が
作
っ
て
い
る
っ
て
聞

い
た
わ
。

キ
ク
姉
さ
ん　

そ
う
よ
。
３
カ
所
で

一
日
に
２
万
８
０
０
０
食
作
る
の
。

コ
ブ
ち
ゃ
ん　

え
！　

そ
ん
な
に
！

コ
バ
ト
ち
ゃ
ん　

献
立
は
栄
養
士
さ

ん
が
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
立

て
て
い
る
の
よ
ね
。

キ
ク
姉
さ
ん　

使
用
す
る
食
材
も
、

味
や
価
格
、
品
質
を
確
認
し
て
毎
月

決
定
し
て
い
る
の
よ
。

コ
ブ
ち
ゃ
ん　

わ
ー
、
水
槽
み
た
い

な
と
こ
ろ
に
野
菜
が
い
っ
ぱ
い
！

キ
ク
姉
さ
ん　

朝
８
時
に
食
材
が
届

い
て
肉
や
野
菜
の
数
量
・
鮮
度
な
ど

を
確
認
し
た
ら
、
野
菜
は
汚
れ
を
落

と
す
た
め
に
ま
ず
洗
う
の
。
こ
れ
を

下
処
理
と
い
う
の
よ
。
下
処
理
さ
れ

た
野
菜
は
虫
や
異
物
の
混
入
を
防
ぐ

た
め
に
、
さ
ら
に
流
水
で
何
回
も
洗

っ
て
か
ら
機
械
や
包
丁
を
使
っ
て
細

か
く
切
っ
て
い
く
の
よ
。

コ
ブ
ち
ゃ
ん　

包
丁
も
使
う
の
？　

全
部
機
械
だ
と
思
っ
て
い
た
よ
。

キ
ク
姉
さ
ん　

機
械
を
使
う
こ
と
が

多
い
け
ど
、
ニ
ン
ジ
ン
を
い
ち
ょ
う

切
り
に
す
る
場
合
は
、
包
丁
で
適
当

な
大
き
さ
に
切
っ
て
か
ら
機
械
に
通

す
わ
。
献
立
に
よ
っ
て
は
手
作
業
な

の
。

コ
バ
ト
ち
ゃ
ん　

わ
た
し
、
サ
ラ
ダ

大
好
き
！

キ
ク
姉
さ
ん　

サ
ラ
ダ
な
ど
の
野
菜

は
、
衛
生
面
を
考
え
て
８５
度
で
１
分

以
上
、
必
ず
ゆ
で
て
い
る
わ
。

コ
バ
ト
ち
ゃ
ん　

衛
生
面
に
と
て
も

気
を
つ
か
っ
て
い
る
の
ね
。

キ
ク
姉
さ
ん　

ほ
か
に
も
汚
染
を
避

け
る
た
め
に
、
使
い
捨
て
の
手
袋
を

着
け
た
り
、
役
割
を
分
担
し
て
作
業

し
た
り
し
て
い
る
の
よ
。

コ
ブ
ち
ゃ
ん　

う
〜
ん
、
い
い
に
お

い
。
給
食
が
で
き
た
み
た
い
。

コ
バ
ト
ち
ゃ
ん　

コ
ブ
ち
ゃ
ん
、
あ

の
大
き
な
釜
を
見
て
！

キ
ク
姉
さ
ん　

あ
れ
は
コ
ブ
ち
ゃ
ん

の
大
好
き
な
カ
レ
ー
や
お
味
噌
汁
を

作
る
大
釜
よ
。
一
度
に
２
５
０
０
人

分
作
れ
る
そ
う
よ
。

キ
ク
姉
さ
ん　

第
三
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
で
は
、
一
日
に
３
種
類
の
給
食

を
作
っ
て
い
る
の
。
に
お
い
や
味
に

異
常
が
な
い
か
、
職
員
が
安
全
を
確

認
し
て
か
ら
決
め
ら
れ
た
小
・
中
学

校
に
配
送
し
て
い
る
の
よ
。

コ
バ
ト
ち
ゃ
ん　

お
い
し
い
給
食

は
、
栄
養
や
衛
生
面
に
も
と
て
も
気

を
つ
か
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
の
ね
。

▲水田　菜心ちゃん
　（H21.7.19 南越谷）

みず　た な　こ

▲柴野　基ちゃん
　　（H21.1.9 南越谷）

　しば　の　　　もとい

▲小野川　優翔ちゃん　
　（H22.12.17 大房）

お　の　がわ　　ゆう　と

　越谷市では、市民
が海外の文化に触れ、
国際的な考え方など
を身につけられるよ

うにするために国際交流を積極的に進
めているよ。越谷市の姉妹都市となっ
ているオーストラリアの都市はどこか
な？（ヒントはこのページにあるよ）

①ニューヨーク

②キャンベルタウン

③上海

⑨学校給食センター
～安全でおいしい給食ができるまで～

　

１
月
１８
日
、姉
妹
都
市
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン

市
の
青
少
年
使
節
団
１２
人
が
、北

陽
中
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。こ

れ
は
、異
文
化
へ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、

今
回
は
震
災
後
初
の
使
節
団
で

す
。こ
の
日
は
、１
年
生
に
教
わ
り

な
が
ら
、か
る
た
や
ソ
ー
ラ
ン
節

を
楽
し
み
、も
ち
作
り
に
も
挑
戦

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、食
後
の
ク
イ
ズ
大

会
で
は
、最
下
位
の
チ
ー
ム

に
納
豆
を
の
せ
た
お
も
ち
が

出
さ
れ
、使
節
団
は
、初
め
て

み
る
納
豆
の
形
や
に
お
い
に

驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

使
節
団
の
引
率
者
で
姉
妹

都
市
協
会
会
長
の
マ
ー
ク
・

ア
ネ
ッ
ツ
さ
ん
は「
自
国
と

ま
っ
た
く
違
う
文
化
に
み
ん

な
驚
き
、目
が
輝
い
て
い
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
市
青
少
年
使
節
団

北
陽
中
学
校
を
訪
問

第459回もんだい 応募のしかた
　2月1５日㈬（消印有効）まで
にはがきに、答え・住所・氏名
（ふりがな）・学校名・学年・広
報（探検隊）などに取り上げて
ほしいことなどを書いて、 〠
343 - 8 5 01越谷市役所「広報こ
しがやこどもクイズ」係まで。
正解者の中から10人（抽せん）
の方に記念品をおくります。
　当せん者の発表は、記念品の発
送をもってかえさせていただきま
す。
応募できる人
　市内に住んでいる小・中学生
1月号（４５８回）のこたえ
③古紙類の日
（応募9通　正解9通）

納豆には使節団もびっくりして大騒ぎでした

コバトちゃん

キャベツの下処理。野菜は汚れなど
を落とすために、何度も洗います

大釜で作ったすきやきの出来上がり量
と味を確認しています

ジャガイモは、一つ一つ包丁
で丁寧に芽を取ります

獨協大学オープンカレッジ

２，２５５人、昨年オープンカレッジで学ばれた方の数です。
17歳から91歳までのさまざまな方が受講されました。

身近な自然科学の楽しみ　キャッシュフロー経営・会計　香道　すぐに役立つ健康知識と実践
ボールルームダンス　朗読　茶道　映画で楽しむ異文化世界　太極拳　「介護」のある暮らし
色でつくる快適生活　謡を楽しむ　　　　　　　　　　　古文書のいろは　おいしいウィーン
傾聴ボランティア　書道　古典文学　　　　　　　　　　　　歴史遺産を旅する　ギリシア神話
おもちゃドクター養成　山に登ろう　幸せを手に入れるお金とココロ術
ソクラテス以前の哲学者　発明発見の物語　パソコン道場　語学９言語など

お問い合わせ・資料請求（送料無料）

獨協大学エクステンションセンター
☎ ０48-946-1678
D０48-946-1935

検索〒340-0042　埼玉県草加市学園町１－１　　 獨協大学オープンカレッジ　　

どなたでも
受講できます

募集94講座
5月スタート

松原団地駅
西口徒歩５分
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平成24年１月１日現在
人口　32万9229人　　（前月比50人増）
世帯　13万8892世帯　（前月比99世帯増）

男　16万4586人　（前月比4人減）
女　16万4643人　（前月比54人増）

各種相談（祝日を除く）相談は無料です
相談名

市民相談（一般） 毎週月曜～金曜日。午前9時～午後4時30分（正午～午後1時を除く）

毎月第1月曜日。午前10時～午後3時（正午～午後1時を除く）

毎週月曜・木曜日。午後1時～4時。事前にご連絡ください

毎月第2金曜日。午前10時～午後3時（正午～午後1時を除く）

毎月第1金曜日。午前10時～午後3時（正午～午後1時を除く）

毎月第1水曜日。午前9時～正午

毎月20日。午前10時～午後3時（正午～午後1時を除く）

毎月第3火曜日（予約は第2火曜日まで）。午後1時30分～4時30分

毎月第3火曜日（予約は第2火曜日まで）。午前9時30分～11時30分

毎月第1・3木曜日。午後1時～4時

毎週月曜日。午前9時～午後4時

毎週金曜日。午後1時～4時（受付は午後3時30分まで）

毎週月曜～金曜日。午前8時30分～午後5時15分

毎週月曜～金曜日。午前9時～午後4時

毎週火曜・水曜・金曜日。午前9時～午後4時

中央市民会館4階第1相談室
日常生活全般の相続、離婚、賠償など

交通事故による補償問題や手続きなど

くらし安心課☎963-9156

くらし安心課☎963-9156

くらし安心課 ☎963-9156

建築住宅課☎963-9205

福祉なんでも相談窓口
☎963-9150

関東信越税理士会越谷支部
☎962-6131

埼玉県宅建協会越谷支部
☎964-7611

消費生活センター
☎965-8886

人権・男女共同参画推進課
☎963-9119

ハローワーク越谷
☎969-8609

家庭児童相談室（子育て支
援課）☎964-2111

越谷市教育センター
☎962-9300、962-8601

さいたま地方法務局越谷支
局総務課☎966-1337

産業支援課☎967-4680

青少年相談室☎964-0272

産業雇用支援センター二番
館事務室☎967-2424

男女共同参画支援センター
☎970-741０
電話相談は☎970-7415

福祉に関する各種相談

中央市民会館4階第4相談室

中央市民会館4階第2相談室

福祉なんでも相談窓口
（市役所本庁舎1階総合受付隣）

埼玉司法書士会越谷総合相談センター
（越ヶ谷2－8－22エースビル越ヶ谷2階）

埼玉司法書士会越谷総合相談センター
☎962-0226

埼玉県宅建協会越谷支部
（市役所駐車場隣）

越谷税理士会税務相談所（赤山町3
－3－4草島商店3階、越谷税務署前）

中央市民会館4階第2相談室

中央市民会館4階第2相談室

中央市民会館4階第4相談室

中央市民会館4階消費生活センター

男女共同参画支援センター

中央市民会館4階第4相談室

さいたま地方法務局越谷支局

産業雇用支援センター3階相談室

産業雇用支援センター二番館

ハローワーク越谷

青少年の非行、家庭内暴力、いじめ等

求人受付・雇用保険（適用・給付）

職業紹介・相談

開業、経営、経営革新など

中小企業者のための金融について

賃金、労災、雇用、厚生年金など

内職、あっせん、求人（仕事を出す方）

人権擁護委員が相談に応じます

越谷市教育センター（増林3－4－1）

中央市民会館4階相談室

青少年相談室（増林3－4－1越谷市
教育センター内）

市民相談（交通相談）

法律相談（予約制）

税務相談（税理士）

経営相談（事業資金）

経営相談（創業・経営）

労働相談
（社会保険労務士）

税務相談（越谷税理士
会税務相談所）

早期就職（キャリアコ
ンサルタント）

法律相談（予約制）
夕刻

司法書士法律相談
（予約制）

福祉なんでも相談

行政相談

登記相談

不動産相談

マンション管理相談

住宅リフォーム・耐震

消費生活相談

女性相談

人権相談

職業相談

雇用相談

青少年相談

教育相談

家庭児童相談

内職相談

行政書士相談

日時など 会場 内容 問合せ先

毎週月曜・木曜日、毎月第1・3火曜日。午前9時～午後4時30分（正午～午
後1時を除く）。事前にご連絡ください

毎週火曜・水曜・金曜日。午後1時～4時。毎月第1・2・3・5土曜日。午前10時～
午後1時。毎月第4土曜日。午後1時～4時（予約は平日午前10時～午後4時）

毎週水曜日（予約は前日の火曜日、午後1時から電話で受付。定員8人）。午
後1時20分～4時20分
毎月第1・3・4金曜日（予約は前日の木曜日、午後1時から電話で受付。定
員8人）。午後1時20分～4時20分
毎月第2金曜日（予約は前日の木曜日、午後1時から電話で受付。定員6
人）。午後4時～7時

毎週月曜～金曜日。午前8時30分～午後5時15分。直接窓口へおいでくだ
さい

毎週月曜～金曜日。午前9時30分～午後3時30分（正午～午後1時を除
く）

毎週火曜・木曜日。午前10時～午後3時30分（受付は午前10時～11時30
分、午後1時～3時）
毎週月曜～金曜日（月曜～水曜日は要予約）。午前9時～午後4時（正午～午
後1時を除く）

毎月第2水曜日。午後1時～4時（要予約。毎月第1水曜日までにご連絡くだ
さい）
毎週月曜～金曜日。午前9時～午後4時（正午～午後1時を除く）。出張相談
（月2回、要予約）
毎週月曜～金曜日。午前8時30分～午後5時15分（毎週火曜・木曜日は午
後7時まで）。毎月第1・3土曜日。午前10時～午後5時

毎週月曜～土曜日。午前9時30分～午後5時（電話相談の受付は午前9時～
午後8時30分）。ハートコール（子ども専用電話相談）は☎962-8500

幼児～中学生の発達相談、就学相談、不
登校、いじめ等

早期就職に向けた総合的なコンサルテ
ィング

耐震診断、改修の技術的内容について埼
玉建築士会・埼玉県建築士事務所協会会
員が応じます

相続、遺言、金銭貸借等の書類の作成等
について埼玉県行政書士会越谷支部の
行政書士が応じます

生き方・パートナー相談（DV（配偶者等
からの暴力）相談含む）

市内マンションの管理等について埼玉
県マンション管理士会会員が応じます

不動産について弁護士と相談員が応じ
ます

法務局・裁判所に提出する書類について
司法書士と土地家屋調査士が応じます

行政上の諸問題について行政相談委
員が応じます

税金関係全般について関東信越税理士
会越谷支部の税理士が応じます

裁判・その他法律、遺言・相続・登記、成年後
見・家事事件、クレジット・サラ金、多重債務

商品やサービスの疑問や不審、訪問販売
のトラブル、多重債務など

18歳までのしつけや習慣、不登校、いじ
め、非行、家族関係など（電話相談可）

電話相談は毎週火曜・木曜・金曜日。午後1時～2時。毎週土曜・日曜日。午
前10時～午後2時（正午～午後1時を除く）。それ以外の時間帯の面接相談
は予約制。予約の受付は、月曜日を除く毎日。午前9時～午後5時

日常生活の法律上の諸問題、交通事故に
よる補償問題、手続きなどについて弁護
士が応じます
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